
新
制
度
で
さ
ら
に
増
加
見
通
し

受
け
、
改
め
て
首
脳
会
議
を

招
集
す
る
。

　

英
国
が
３
月
２
９
日
と
さ

れ
て
い
た
離
脱
期
日
に
合
意

な
き
離
脱
を
す
る
事
態
は
ひ

と
ま
ず
回
避
さ
れ
た
が
、
英

下
院
が
離
脱
合
意
案
を
来
週

可
決
で
き
る
か
ど
う
か
は
見

通
せ
ず
、
混
沌
と
し
た
状
況

は
続
く
。
メ
イ
氏
は
記
者

会
見
で
、
離
脱
実
現
へ
「
最

大
限
努
力
す
る
」
と
決
意
を

語
っ
た
。

　

ト
ゥ
ス
ク
Ｅ
Ｕ
大
統
領
は

２
１
日
深
夜
の
記
者
会
見

で
、
離
脱
延
期
を
巡
る
合
意

は
英
Ｅ
Ｕ
の
「
双
方
に
と
っ

て
（
離
脱
）
プ
ロ
セ
ス
に
余

裕
を
も
た
ら
す
」
と
述
べ
、

歓
迎
の
意
を
示
し
た
。

　
【
共
同
】
法
務
省
は
２
２
日
、
２
０
１
８
年
末
時
点
の
在
留
外
国
人
数
が

２
７
３
万
１
０
９
３
人
で
、
前
年
末
か
ら
６
・
６
％
増
え
、
過
去
最
多
を
更
新
し
た

と
発
表
し
た
。
在
留
資
格
別
内
訳
で
は
、
技
能
実
習
が
３
０
万
人
を
超
え
た
。
政
府

は
在
留
資
格
「
特
定
技
能
」
の
創
設
に
よ
る
就
労
拡
大
の
新
制
度
で
、
今
年
４
月
か

ら
の
５
年
間
で
最
大
約
３
４
万
５
千
人
の
受
け
入
れ
を
想
定
し
て
お
り
、
日
本
に
住

む
外
国
人
は
さ
ら
に
増
え
て
い
く
と
み
ら
れ
る
。

最
多
更
新
、技
能
実
習
３
０
万
超

決
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
英

国
が
政
治
や
経
済
に
混
乱

を
も
た
ら
す
「
合
意
な
き
離

脱
」
を
す
る
の
か
、
あ
る
い

は
５
月
下
旬
の
欧
州
議
会
選

に
参
加
し
て
よ
り
長
い
延
期

を
す
る
の
か
な
ど
の
態
度
を

４
月
１
２
日
の
前
に
決
定
す

る
よ
う
英
国
に
求
め
た
。
Ｅ

Ｕ
側
は
英
国
の
態
度
決
定
を

　
【
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
共
同
＝

小
熊
宏
尚
】
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
首
脳
会
議
は
２
１
日
、

英
国
の
離
脱
期
日
の
延
期
を

巡
り
協
議
し
た
。
英
国
を
除

く
２
７
カ
国
は
英
下
院
が
来

週
、
英
政
府
と
Ｅ
Ｕ
が
ま
と

め
た
離
脱
合
意
案
を
可
決
す

れ
ば
５
月
２
２
日
ま
で
、
可

決
し
な
け
れ
ば
４
月
１
２
日

ま
で
離
脱
日
を
延
期
す
る
こ

と
で
合
意
、
メ
イ
英
首
相
は

こ
れ
を
受
け
入
れ
た
。

　

２
７
カ
国
は
合
意
案
が
可

選
挙
参
加
条
件
に
長
期
も

が
、
在
留
特
別
許
可
を
出
し

た
。

在留外国人、２７３万人

泉
佐
野
な
ど
４

市
町
交
付
税
減

総
務
省
、
制
裁
を
否
定

　
【
共
同
】
秋
篠
宮
家
の
次

女
佳
子
さ
ま
（
２
４
）
は

２
２
日
、
東
京
都
三
鷹
市
の

国
際
基
督
教
大
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）

の
卒
業
式
に
出
席
さ
れ
た
。

卒
業
後
は
進
学
や
就
職
は
せ

ず
、
本
格
的
に
公
務
に
取
り

組
む
。

　

卒
業
に
当
た
り
、
宮
内
記

者
会
の
質
問
に
文
書
で
回
答

を
寄
せ
た
。
姉
の
眞
子
さ
ま

（
２
７
）
が
結
婚
に
関
す
る

儀
式
を
延
期
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
「
私
は
、
結
婚
に

お
い
て
は
当
人
の
気
持
ち
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
姉
の
一
個
人
と
し
て
の
希

望
が
か
な
う
形
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
つ

づ
っ
た
。

　

宮
内
庁
に
よ
る
と
、
佳
子

さ
ま
は
教
養
学
部
で
３
年
生

下
院
否
決
な
ら
４
月
１
２
日
ま
で

英
Ｅ
Ｕ
離
脱
期
日
延
期
で
合
意

佳
子
さ
ま
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
卒
業

姉
の
結
婚「
希
望
か
な
え
ば
」

中
国
、
新
海
域
で
試
掘
か

厚
労
白
書
、公
表
大
幅
遅
れ

福
島
事
故
処
理
に
最
大
８
１
兆
円

ガ
ス
田
、
日
本
政
府
抗
議

不
祥
事
影
響
、賃
金
統
計
も

民
間
試
算
、
経
産
省
上
回
る

　
【
共
同
】
菅
義
偉
官
房
長

官
は
２
２
日
の
記
者
会
見

で
、
東
シ
ナ
海
の
日
中
中
間

線
付
近
で
中
国
の
移
動
式
掘

削
船
が
新
た
な
海
域
で
ガ
ス

田
の
試
掘
と
み
ら
れ
る
活
動

を
し
て
い
る
と
明
ら
か
に
し

た
。
日
本
政
府
は
外
交
ル
ー

ト
を
通
じ
て
「
一
方
的
な
開

発
に
向
け
た
行
為
を
継
続
し

て
い
る
こ
と
は
極
め
て
遺
憾

だ
」
と
中
国
政
府
に
抗
議
し

た
。

　

こ
の
掘
削
船
は
昨
年
９
月

以
降
、
中
間
線
の
中
国
側
を

移
動
し
な
が
ら
同
様
の
活
動

を
繰
り
返
し
て
お
り
、
日
本

政
府
は
そ
の
都
度
、
抗
議
し

て
い
る
。

　

日
中
両
政
府
は
２
０
０
８

年
に
ガ
ス
田
の
共
同
開
発
に

合
意
し
た
が
、
交
渉
は
１
０

年
に
中
断
。
中
国
は
一
方
的

に
単
独
開
発
を
進
め
て
い

る
。
菅
氏
は
「
合
意
に
基
づ

く
交
渉
を
早
期
に
再
開
す
る

こ
と
を
引
き
続
き
求
め
る
」 　

【
共
同
】
障
害
者
雇
用
水

増
し
や
統
計
不
正
の
影
響

で
、
社
会
保
障
施
策
の
現
状

や
見
通
し
を
示
す
２
０
１
８

年
版
「
厚
生
労
働
白
書
」
の

公
表
が
、
来
月
以
降
に
大
幅

に
ず
れ
込
む
こ
と
が
２
２

日
、
厚
労
省
へ
の
取
材
で
分

か
っ
た
。
例
年
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
閣
議
に
報
告
し
公
表

し
て
い
る
が
、
同
省
発
足
後

初
め
て
翌
年
度
に
持
ち
越
さ

れ
る
。

　

相
次
ぐ
不
祥
事
へ
の
対
応

に
人
員
を
割
か
れ
、
通
常
業

務
に
影
響
が
出
て
い
る
こ
と

が
要
因
と
み
ら
れ
る
。

　

一
方
、
学
歴
や
勤
続
年
数

な
ど
の
属
性
別
に
賃
金
を
把

握
す
る
「
賃
金
構
造
基
本
統

か
ら
心
理
学
を
専
攻
。
卒
業

論
文
は
人
間
の
読
解
力
に
つ

い
て
実
証
的
に
考
察
し
た
。

佳
子
さ
ま
は
卒
業
式
前
、
角

帽
、ガ
ウ
ン
姿
で
取
材
に
応
じ

「
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
し
て

い
ま
す
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

卒
業
式
で
は
「
秋
篠
宮
佳
子
」

と
呼
ば
れ
て
壇
上
に
上
が
り
、

卒
業
証
書
と
学
位
記
を
受
け

取
っ
た
。

　

文
書
で
は
４
月
末
で
退
位

す
る
天
皇
陛
下
と
皇
后
さ
ま

の
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
敬
意

を
表
し
た
上
で
、
新
天
皇
、

皇
后
と
な
る
皇
太
子
ご
夫
妻

に
は
「
少
し
で
も
お
役
に
立

つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
誠
に
う

れ
し
く
思
い
ま
す
」
と
記
し

た
。

　

秋
篠
宮
ご
夫
妻
へ
の
感
謝

と
と
も
に
、
眞
子
さ
ま
に

は
「
い
つ
で
も
私
の
味
方
で

い
て
く
れ
ま
し
た
。
い
つ
も

あ
り
が
と
う
」、
今
春
中
学

に
入
学
す
る
弟
の
悠
仁
さ
ま

（
１
２
）
に
対
し
て
は
「
楽

　

英
国
は
６
月
３
０
日
ま
で

の
離
脱
期
日
延
期
を
求
め
て

い
た
が
、
Ｅ
Ｕ
側
は
加
盟
国

の
義
務
で
あ
る
欧
州
議
会
選

の
実
施
日
を
越
え
る
延
期
は

法
的
、
政
治
的
に
問
題
が
あ

る
と
し
て
認
め
な
か
っ
た
。

ま
た
、
英
国
が
長
期
間
Ｅ
Ｕ

関
税
同
盟
に
残
る
余
地
を
残

し
、
英
議
員
の
反
発
が
強
い

離
脱
合
意
案
の
再
交
渉
は
し

な
い
と
改
め
て
確
認
し
た
。

　

離
脱
延
期
に
は
Ｅ
Ｕ
の
全

加
盟
国
の
合
意
が
必
要
。
英

Ｂ
Ｂ
Ｃ
放
送
な
ど
に
よ
る

と
、
メ
イ
氏
は
期
日
延
期
に

つ
い
て
加
盟
国
の
理
解
を
求

め
る
た
め
約
９
０
分
に
わ
た

り
英
側
の
事
情
を
説
明
し

た
。
可
決
で
き
な
か
っ
た
ら

ど
う
す
る
の
か
と
い
う
加
盟

国
首
脳
の
質
問
に
は
答
え
な

か
っ
た
と
い
う
。

　

１
９
年
１
月
１
日
時
点
の

不
法
残
留
者
数
は
、
前
年

同
期
か
ら
１
１
・
５
％
増
の

７
万
４
１
６
７
人
だ
っ
た
。

　

在
留
外
国
人
を
資
格
別

で
見
る
と
、
永
住
者
が
最

も
多
く
、
前
年
同
期
比
３
・

０
％
増
の
７
７
万
１
５
６
８

人
。
留
学
が
３
３
万
７
千

人
で
同
８
・
２
％
増
、
技
能

実
習
が
３
２
万
８
３
６
０

人
で
同
１
９
・
７
％
増
と

大
き
く
伸
び
た
。
在
日
韓

国
・
朝
鮮
人
な
ど
の
特
別

永
住
者
は
同
２
・
５
％
減
の

３
２
万
１
４
１
６
人
。

　

国
・
地
域
別
で
は
中

国
の
７
６
万
４
７
２
０

人
が
最
多
で
、
韓
国
の

４
４
万
９
６
３
４
人
が
続

い
た
。
技
能
実
習
生
を
多

く
送
り
出
し
て
い
る
ベ
ト

ナ
ム
が
同
２
６
・
１
％
増
の

３
３
万
８
３
５
人
で
３
位
。

　

全
て
の
都
道
府
県

で
前
年
同
期
よ
り
増

加
。
多
い
順
に
東
京

（
５
６
万
７
７
８
９
人
）、
愛

知
（
２
６
万
９
５
２
人
）、

大
阪（
２
３
万
９
１
１
３
人
）

だ
っ
た
。

　

一
方
、
国
・
地
域
別
の

不
法
残
留
者
は
、
韓
国

が
１
万
２
７
６
６
人
（
同

０
・
９
％
減
）
で
最
多

だ
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
は
同

６
４
・
７
％
増
と
大
幅
に
増

え
て
１
万
１
１
３
１
人
で
２

位
に
な
り
、
３
位
は
中
国
の

１
万
１
１
９
人（
同
７
・８
％

増
）
だ
っ
た
。

　

ま
た
法
務
省
は
１
８
年

に
、
風
俗
店
で
働
か
さ
れ
る

な
ど
し
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
女
性
５
人
と
タ
イ
人
女
性

４
人
を
、
人
身
取
引
の
被
害

者
と
し
て
保
護
。
う
ち
５
人

は
不
法
残
留
と
な
っ
て
い
た

と
述
べ
た
。

計
」
も
、
例
年
２
月
ご
ろ
の

公
表
が
遅
れ
て
い
る
。

　

ル
ー
ル
に
反
す
る
不
正
な

　
【
共
同
】
東
京
電
力
福
島

第
１
原
発
の
事
故
処
理
費
用

は
総
額
３
５
兆
〜
８
１
兆
円

に
な
る
と
の
新
た
な
試
算
を
、

民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
日
本

経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
」（
東

京
）
が
２
２
日
ま
で
に
ま
と

め
た
。
溶
け
落
ち
た
核
燃
料

（
デ
ブ
リ
）
や
汚
染
水
の
扱

い
に
よ
っ
て
３
通
り
の
金
額

を
算
出
し
た
が
、
い
ず
れ
も

イ
チ
ロ
ー
へ
の

国
民
栄
誉
賞

授
与
検
討
を
示
唆

菅
氏
「
日
米
の
フ
ァ
ン
魅
了
」

　
【
共
同
】
米
大
リ
ー
グ
、
マ

リ
ナ
ー
ズ
の
イ
チ
ロ
ー
外
野

手
の
現
役
引
退
表
明
に
つ
い

て
、
閣
僚
か
ら
は
２
２
日
の

閣
議
後
記
者
会
見
で
、
実
績

へ
の
評
価
や
慰
労
の
言
葉
が

相
次
い
だ
。
菅
義
偉
官
房
長

官
は
今
後
、
国
民
栄
誉
賞
授

与
を
検
討
し
て
い
く
考
え
を

示
唆
し
た
。「
国
民
に
そ
う

し
た
声
が
あ
る
こ
と
は
十
分

認
識
し
て
い
る
が
、
現
役
引

退
を
公
表
さ
れ
た
ば
か
り
で

あ
り
、
現
時
点
で
は
何
も
決

ま
っ
て
い
な
い
」
と
し
た
。
一

方
で
「
数
多
く
の
輝
か
し
い

記
録
を
樹
立
し
、
日
米
の
野

球
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
た
」
と

評
価
し
た
。

　

菅
氏
は
引
退
表
明
に
関

し
「
つ
い
に
こ
の
時
が
来
て
し

ま
っ
た
か
と
い
う
思
い
だ
。
プ

レ
ー
を
見
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
は
と
て
も
寂
し
い
が
、
こ

れ
ま
で
の
活
躍
と
功
績
に
敬

意
を
表
し
、
お
疲
れ
さ
ま
と

申
し
上
げ
た
い
」
と
述
べ
た
。 　

柴
山
昌
彦
文
部
科
学
相
は

「
本
当
に
驚
き
、
心
に
ぽ
っ

か
り
穴
が
開
い
た
よ
う
だ
。

輝
か
し
い
実
績
は
決
し
て
色

あ
せ
る
こ
と
が
な
い
。
心
か

ら
お
疲
れ
さ
ま
と
言
い
た
い
」

と
語
っ
た
。
桜
田
義
孝
五
輪

相
は
「
日
本
で
育
ち
米
国
で

大
活
躍
し
た
姿
は
、
日
本
人

の
誇
り
だ
。
後
進
の
指
導
な

ど
、
こ
れ
か
ら
も
活
躍
し
て

ほ
し
い
」
と
期
待
し
た
。

　

世
耕
弘
成
経
済
産
業
相
は

「
日
本
人
ら
し
さ
を
ア
ピ
ー

ル
し
な
が
ら
、
世
界
の
最
も

厳
し
い
舞
台
で
大
活
躍
さ
れ

た
。
イ
チ
ロ
ー
さ
ん
の
よ
う

な
経
営
者
が
日
本
か
ら
た
く

さ
ん
出
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
」
と
話
し
た
。
麻
生
太
郎

財
務
相
は
「
走
攻
守
み
ん
な

（
そ
ろ
っ
た
選
手
）
と
い
う

の
は
、
米
国
の
野
球
の
中
で

極
め
て
大
き
な
存
在
だ
っ
た

と
思
う
」
と
指
摘
し
た
。

　

根
本
匠
厚
生
労
働
相
は

「
海
外
で
自
ら
人
生
を
切
り

開
き
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
と

希
望
を
与
え
た
。
心
か
ら
敬

意
を
表
し
、
本
当
に
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
と
申
し
上
げ
た

い
」
と
ね
ぎ
ら
っ
た
。

国
際
基
督
教
大
の
卒
業
式
を
前
に
、
写
真
撮
影
に
応
じ
ら
れ
る
秋

篠
宮
家
の
次
女
佳
子
さ
ま
＝
２
２
日
午
前
、東
京
都
三
鷹
市
（
共
同
）

　

外
務
省
に
よ
る
と
、
今
月

上
旬
に
掘
削
船
が
１
月
に
活

動
し
て
い
た
海
域
か
ら
移
動

し
て
い
る
の
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
別
の
掘
削
船
が
中
間

線
付
近
に
停
泊
し
て
い
る
こ

し
く
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

し
て
ほ
し
い
」
と
つ
づ
っ
た
。

自
身
の
結
婚
の
時
期
は
「
遅

過
ぎ
ず
で
き
れ
ば
良
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
」
と
し
た
。

　

佳
子
さ
ま
は
２
０
１
３

年
４
月
に
学
習
院
大
に
進

学
。２
年
生
途
中
で
中
退
し
、

１
５
年
４
月
に
眞
子
さ
ま
が

通
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
入
学
し
た
。

１
７
年
９
月
か
ら
９
カ
月

間
、
英
国
リ
ー
ズ
大
に
留
学

し
、
舞
台
芸
術
な
ど
も
学
ん

だ
。

　

宮
内
庁
に
よ
る
と
、
今
後

は
６
月
に
「
産
経
児
童
出
版

文
化
賞
」
の
贈
賞
式
に
出
席

し
、
１
０
月
に
は
茨
城
県
で

「
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
を
観
戦
す
る
予
定
。

と
も
判
明
。
日
本
政
府
は
試

掘
を
し
な
い
よ
う
中
国
側
に

申
し
入
れ
た
。

郵
送
調
査
や
、
本
来
調
べ
る

べ
き
一
部
業
種
を
対
象
外
と

し
て
い
た
こ
と
が
今
年
１
月

に
発
覚
し
た
た
め
で
、
担
当

者
は
「
中
身
を
精
査
中
で
、

３
月
中
を
目
指
し
努
力
し
て

い
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

経
済
産
業
省
が
２
０
１
６
年

１
２
月
に
公
表
し
た
２
２
兆

円
を
上
回
っ
た
。

　

最
大
の
８
１
兆
円
と
し
た

の
は
、
汚
染
水
か
ら
全
て
の

放
射
性
物
質
を
除
去
で
き
る

と
仮
定
し
、
海
な
ど
環
境
に

放
出
し
な
い
場
合
。
デ
ブ
リ

取
り
出
し
も
含
め
た
廃
炉
・

汚
染
水
処
理
に
５
１
兆
円

（
経
産
省
試
算
は
８
兆
円
）、

賠
償
に
１
０
兆
円
（
同
８
兆

円
）、
除
染
に
２
０
兆
円
（
同

６
兆
円
）
が
必
要
と
し
た
。

　

た
だ
、
第
１
原
発
の
汚
染

水
は
現
在
、
多
核
種
除
去

設
備
（
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
）
で
放
射

性
物
質
を
浄
化
処
理
し
て
い

る
が
、
ト
リ
チ
ウ
ム
だ
け
は

取
り
除
け
ず
、「
完
全
浄
化
」

は
困
難
と
み
ら
れ
る
。

　

デ
ブ
リ
を
取
り
出
し
、
ト

リ
チ
ウ
ム
が
残
っ
た
水
は
希

釈
し
て
海
洋
放
出
す
る
と
い

う
国
と
東
電
の
方
針
に
近
い

想
定
で
は
、
廃
炉
・
汚
染
水

処
理
を
１
１
兆
円
と
し
て
総

額
は
４
１
兆
円
と
見
積
も
っ

た
。

　

デ
ブ
リ
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

「
石
棺
」
な
ど
で
閉
じ
込
め
、

ト
リ
チ
ウ
ム
水
は
海
洋
放
出

す
る
場
合
に
は
、
廃
炉
・
汚

染
水
処
理
が
さ
ら
に
安
価
に

済
む
と
し
て
総
額
３
５
兆
円

と
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
１
７
年

に
、
費
用
は
総
額
５
０
兆
〜

７
０
兆
円
と
の
試
算
を
出
し

た
が
、
そ
の
後
の
汚
染
水
対

策
を
踏
ま
え
て
今
回
、
再
試

算
し
た
。

　
【
共
同
】
総
務
省
は
２
２

日
、
自
治
体
を
財
政
支
援
す

る
２
０
１
８
年
度
３
月
分
の

特
別
交
付
税
に
関
し
、
静
岡

県
小
山
町
、
大
阪
府
泉
佐
野

市
、
和
歌
山
県
高
野
町
、
佐

賀
県
み
や
き
町
の
配
分
額

を
減
ら
し
た
と
明
ら
か
に
し

た
。
１
８
年
度
に
集
め
た
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
が

多
額
に
な
る
こ
と
が
理
由
。

い
ず
れ
も
同
省
の
要
請
に
反

し
、
寄
付
者
に
過
度
な
返
礼

品
を
贈
っ
て
い
た
。
同
省
は

「
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
で
は
な
い
」

と
し
て
い
る
が
議
論
を
呼
び

そ
う
だ
。

　

泉
佐
野
市
は
今
年
２
月
に

入
り
、
返
礼
品
に
加
え
て

ネ
ッ
ト
通
販
大
手
ア
マ
ゾ
ン

の
ギ
フ
ト
券
を
贈
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
開
始
。
１
８
年
度

の
寄
付
額
は
３
６
０
億
円
を

見
込
む
。
担
当
者
は
「
ま
だ

詳
細
が
把
握
で
き
て
い
な
い

た
め
、
現
段
階
で
は
コ
メ
ン

ト
で
き
な
い
」
と
話
し
て
い

る
。
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１
８
年
に
も
汚
職
継
続
の
痕
跡

法
改
正
案
（
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
に
あ

た
り
、
議
会
定
数
の
６
割
、

３
０
８
票
以
上
の
賛
成
が
２

度
必
要
だ
。マ
イ
ア
議
長
は
、

こ
の
困
難
な
「
３
０
８
票
の

票
固
め
」
を
前
テ
メ
ル
政
権

期
か
ら
行
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大

統
領
の
所
属
政
党
、
社
会
自

由
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
の
議
員
た

ち
が
、テ
メ
ル
前
大
統
領（
民

主
運
動
・
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
ら
の
逮

捕
を
喜
び
、「
民
主
社
会
党

（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
の
ジ
ェ
ラ
ル

ド
・
ア
ル
キ
ミ
ン
党
首
は
巨

大
犯
罪
組
織
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
州
都

第
一
コ
マ
ン
ド
）
と
繋
が
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
？
」

と
迂
闊
な
発
言
を
し
て
い
る

こ
と
に
、「
Ｍ
Ｄ
Ｂ
や
Ｐ
Ｓ

Ｄ
Ｂ
の
賛
成
が
得
ら
れ
な
く

な
る
」
と
、
マ
イ
ア
議
長
は

頭
を
抱
え
込
ん
で
も
い
る
。

　

ゲ
デ
ス
経
済
相
は
電
話
口

で
必
死
に
マ
イ
ア
議
長
の
癇

癪
を
抑
え
よ
う
と
し
て
お

り
、
周
り
の
議
員
た
ち
も
マ

イ
ア
氏
を
な
だ
め
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
２
０
日
に
出
さ
れ

　
【
既
報
関
連
】
２
１
日
に
起
き
た
テ
メ
ル
前
大
統
領
（
民
主
運
動
・
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
ら
の

逮
捕
に
関
す
る
詳
細
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
２
２
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

ヴ
ィ
ク
ス
社
だ
。

　

同
社
を
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

に
呼
び
入
れ
た
の
は
、
ア
ル

ジ
ェ
プ
ラ
ン
社
と
Ａ
Ｆ
コ
ン

サ
ル
ト
社
で
、
建
設
事
業
を

請
け
負
う
権
利
を
得
る
見
返

り
に
、
テ
メ
ル
氏
へ
の
賄
賂

の
支
払
い
を
求
め
た
。
ア
ル

ジ
ェ
プ
ラ
ン
は
テ
メ
ル
氏
の

長
年
の
友
人
で
あ
る
ジ
ョ
ア

ン
・
バ
チ
ス
タ
・
リ
マ
容
疑

者
が
所
有
す
る
会
社
だ
。

　

賄
賂
の
支
払
い
は
、
発
覚

を
防
ぐ
た
め
、
ア
ル
ミ
・
プ

ブ
リ
シ
ダ
ー
デ
と
い
う
企
業

か
ら
、
リ
マ
容
疑
者
が
経
営

す
る
Ｐ
Ｄ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ッ
ト

と
い
う
企
業
あ
て
に
行
わ
れ

た
と
い
う
。

　

捜
査
の
目
を
く
ら
ま
す
た

め
の
賄
賂
の
支
払
い
法
を
考

案
し
て
い
た
の
は
、
今
回
同

じ
く
逮
捕
さ
れ
、
テ
メ
ル
政

権
で
も
大
統
領
府
総
務
室
長

　

２
１
日
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大

統
領
は
６
４
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
た
。
多
忙
な
大
統
領
は

米
国
訪
問
後
、
誕
生
日
に
チ

リ
に
発
っ
た
。
そ
の
忙
し
い

最
中
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
自

身
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
動

画
を
介
し
、
や
は
り
２
１
日

の
「
世
界
ダ
ウ
ン
症
の
日
」

や
鉱
山
動
力
相
な
ど
を
歴
任

し
た
モ
レ
イ
ラ
・
フ
ラ
ン
コ

氏
で
、
エ
ン
ジ
ェ
ヴ
ィ
ク
ス

社
に
賄
賂
を
要
求
し
た
時
は

ジ
ウ
マ
政
権
で
民
間
航
空
局

長
官
を
つ
と
め
て
い
た
。

　

ま
た
、
ア
ル
ジ
ェ
プ
ラ
ン

社
の
メ
ー
ル
か
ら
は
、
明
ら

か
に
資
金
洗
浄
を
行
っ
た
例

も
見
受
け
ら
れ
た
。
そ
の
ひ

と
つ
は
テ
メ
ル
前
大
統
領
の

娘
の
マ
リ
ス
テ
ラ
氏
の
自
宅

の
改
築
で
、
請
負
業
者
は
支

払
い
の
大
半
を
現
金
で
受
け

取
っ
て
お
り
、
そ
の
総
額
は

１
５
０
万
レ
ア
ル
を
超
え
て

い
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
０
１
８
年
１
０

月
に
は
、
誰
か
が
ア
ル
ジ
ェ

プ
ラ
ン
の
口
座
に
現
金
で

２
千
万
レ
ア
ル
を
振
り
込
も

う
と
し
た
こ
と
も
確
認
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
テ
メ
ル

氏
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
汚
職
計

画
が
そ
の
時
点
で
も
ま
だ
有

効
だ
っ
た
証
拠
と
さ
れ
、
テ

メ
ル
氏
逮
捕
に
新
た
な
犯
罪

防
止
と
の
理
由
を
与
え
た
。

　

連
邦
検
察
庁
に
よ
る
と
、

ア
ル
ジ
ェ
プ
ラ
ン
は
領
収
書

賄
賂
支
払
の
証
拠
隠
滅
図
る

た
軍
人
年
金
、
軍
の
構
造
改

革
法
案
へ
の
悪
評
も
続
い
て

い
る
。

　

軍
人
年
金
は
、
年
金
積
み

立
て
の
給
与
天
引
き
率
の
上

限
が
１
０
・
５
％
だ
が
、
Ｐ

Ｅ
Ｃ
の
場
合
、
所
得
が
多

い
人
の
天
引
き
率
は
最
大

２
２
％
に
な
り
得
る
。

　

軍
人
年
金
で
は
、
受
給
開

始
最
低
年
齢
は
決
め
ら
れ
て

お
ら
ず
、
必
要
な
軍
歴
年
数

（
最
大
３
５
年
）
を
満
た
せ

ば
何
歳
か
ら
で
も
受
け
取
れ

る
上
、
最
初
か
ら
満
額
受
給

と
そ
の
後
の
調
整
が
保
障
さ

ロ
ス
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
（
キ

リ
ス
ト
社
会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）

が
行
っ
た
ネ
ッ
ト
批
判
に
憤

慨
し
た
マ
イ
ア
議
長
は
、
パ

ウ
ロ
・
ゲ
デ
ス
経
済
相
に「
政

権
の
助
け
に
な
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
の
に
、
政
権
は
そ
れ

を
必
要
と
し
て
い
な
い
よ
う

だ
。俺
は
ま
と
も
な
政
治
家
。

古
い
政
治
家
な
ん
か
じ
ゃ
な

い
。
古
い
政
治
家
呼
ば
わ
り

す
る
な
ら
、
降
り
る
ぞ
」
と

電
話
し
た
。

　

社
会
保
障
制
度
改
革
は
憲

　
【
既
報
関
連
】
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
（
社
会
自
由
党
・

Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
が
２
０
日
に
提
出

し
た
、
軍
人
年
金
改
革
案
と

軍
の
構
造
改
革
案
（
事
実
上

の
賃
上
げ
）
に
議
会
内
で
反

発
の
声
が
あ
が
る
中
、
ロ
ド

リ
ゴ
・
マ
イ
ア
下
院
議
長（
民

主
党
・
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
が
、「
社

会
保
障
制
度
改
革
成
立
の
た

め
の
議
員
説
得
工
作
は
も
う

や
ら
な
い
」と
発
言
し
た
と
、

２
２
日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ

て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
次

男
で
リ
オ
市
会
議
員
の
カ
ル

「
議
会
工
作
は
も
う
や
ら
な
い
」

グ
ア
イ
ド
氏
の
最
側
近
を
拘
束

軍
人
年
金
改
革
へ
の
悪
評
も

れ
る
。
だ
が
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
は

最
低
受
給
開
始
年
齢
を
満
た

す
ま
で
受
け
取
れ
な
い
し
、

条
件
ぎ
り
ぎ
り
で
の
受
給
で

は
満
額
の
６
割
し
か
受
け
取

れ
ず
、
満
額
受
給
に
は
４
０

年
の
積
み
立
て
が
必
要
だ
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
総
合
大
学
経

済
経
営
会
計
学
部
（
Ｆ
Ｅ
Ａ

／
Ｕ
Ｓ
Ｐ
）
の
シ
ニ
ア
プ
ロ

フ
ェ
ッ
サ
ー
、
エ
リ
オ
・
ジ

ル
ベ
ル
ス
タ
イ
ン
氏
は
、「
軍

人
年
金
の
改
革
で
削
減
で
き

る
政
府
負
担
が
、
１
０
年
間

で
１
０
４
億
レ
ア
ル
と
い
う

の
は
少
な
過
ぎ
る
。
２
月
に

政
府
が
出
し
た
Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
社

会
の
他
の
セ
ク
タ
ー
に
求
め

る
削
減
効
果
１
兆
レ
と
比
較

す
れ
ば
、
微
々
た
る
も
の
で
、

政
府
が
最
初
に
示
し
た
、『
負

担
を
平
等
に
分
か
ち
合
う
』

の
大
原
則
が
守
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
は
明
ら
か
だ
」
と

語
っ
て
い
る
。

ン
グ
ラ

３
建
設

で
エ
レ

ト
ロ
ヌ

ク
レ
ア

社
と
事

業
契
約

を
結
ん

だ
企
業

体
（
コ

ン
ソ
ー

シ

ア

ム
）
の

一

員

で
、
建

設
実
務

を
担
当

し
た
エ

ン
ジ
ェ

ロドリゴ･マイア下院議長（Tania Rego / Ag.Brasil）

テメル氏逮捕に関する２１日の記者会見 (Tomaz Silva/Agencia Brasil)

容
疑
者
弁
護
側「
野
蛮
な
行
為
」

ベネズエラ
な
ど
の
書
類
や
防
犯
カ
メ
ラ

の
映
像
な
ど
を
次
々
に
処
分

し
、
証
拠
隠
滅
を
図
っ
て
い

た
疑
い
も
あ
る
と
い
う
。

　

今
回
の
逮
捕
者
１
０
人
の

主
な
罪
状
は
、
贈
収
賄
や
公

金
横
領
、
資
金
洗
浄
、
犯
罪

組
織
形
成
、
証
拠
隠
滅
だ
。

　

他
方
、
連
邦
検
察
庁
は
、

テ
メ
ル
氏
は
今
回
の
件
に
限

ら
ず
、
も
う
す
で
に
４
０
年

間
も
、
Ｍ
Ｄ
Ｂ
内
に
お
け
る

汚
職
計
画
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
君
臨
し
て
お
り
、
横
領
し

た
公
金
の
額
は
１
８
億
レ
ア

ル
に
及
ぶ
と
見
て
い
る
が
、

具
体
的
な
内
容
は
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
い
。

　

テ
メ
ル
氏
の
弁
護
士
の
エ

ド
ゥ
ア
ル
ド
・
カ
ル
ネ
イ
ロ

氏
は
、
今
回
の
逮
捕
は
、
検

察
や
警
察
が
手
柄
を
見
せ
付

け
る
た
め
の
「
野
蛮
な
行
為

だ
」
と
強
く
批
判
し
た
。

に
関
す
る
生
中
継
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
た
。
だ
が
、
こ
こ

連
日
、
何
か
と
失
態
の
多
い

大
統
領
は
、
こ
こ
で
も
ダ
ウ

ン
症
の
こ
と
を
「
ド
ラ
ウ
ン

症
」
と
発
音
し
、
隣
に
い
た

大
統
領
府
安
全
保
障
室
（
Ｇ

Ｓ
Ｉ
）
長
官
に
「
ダ
ウ
ン
」

と
言
い
な
お
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
つ
づ
り
を
読
み
間
違
え

た
感
じ
だ
っ
た
が
、
読
ま
ず

と
も
、
動
画
の
目
的
は
事
前

に
知
っ
て
い
た
は
ず
で
は
。

病
を
抱
え
る
人
た
ち
か
ら
の

反
応
は
厳
し
そ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
０
日
夜
、
大
聖
市
圏
サ

ン
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ド
・
カ
ン

ポ
で
、
自
宅
前
で
友
人
の
新

車
を
見
て
い
た
企
業
家
の
デ

ニ
ス
・
オ
リ
ヴ
ェ
ラ
・
ヌ
ー

ネ
ス
さ
ん
（
３
４
）
が
、
強

盗
に
射
殺
さ
れ
た
。
友
人
の

ロ
ド
リ
ゴ
・
マ
ン
ク
ー
ゾ
さ

ん
が
ヌ
ー
ネ
ス
さ
ん
に
新
車

を
見
せ
て
い
た
時
、
２
人
組

の
強
盗
が
近
づ
き
、
車
の
鍵

を
渡
す
よ
う
命
じ
た
。
ヌ
ー

ネ
ス
さ
ん
が
抵
抗
し
、
賊
の

一
人
と
取
っ
組
み
合
い
に
な

っ
た
た
め
、
も
う
一
人
の
賊

が
銃
を
発
射
。
ヌ
ー
ネ
ス
さ

ん
は
背
中
に
２
発
を
浴
び
、

病
院
へ
の
途
上
で
息
絶
え

た
。
マ
ン
ク
ー
ゾ
さ
ん
も
頬

を
撃
た
れ
て
手
術
を
受
け
た

が
、命
に
別
状
は
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

サ
ッ
カ
ー
の
聖
州
選
手
権

は
今
日
、
明
日
で
準
々
決
勝

第
１
試
合
。
４
強
を
決
め
る

戦
い
は
、
今
日
が
サ
ン
ト
ス

対
レ
ッ
ド
ブ
ル
・
ブ
ラ
ジ
ル
、

ノ
ヴ
ォ
リ
ゾ
ン
チ
ー
ノ
対
パ

ル
メ
イ
ラ
ス
、
明
日
は
フ
ェ

ロ
ヴ
ィ
ア
リ
ア
対
コ
リ
ン

チ
ャ
ン
ス
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
対

イ
ト
ゥ
ア
ー
ノ
と
な
っ
て
い

る
。
第
２
戦
は
２
６
、２
７

日
に
行
わ
れ
、
合
計
ス
コ
ア

で
勝
利
し
た
チ
ー
ム
が
準
決

勝
に
進
出
す
る
。

　

連
邦
政
府
は
２
２
日
、
国

内
二
つ
の
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

運
営
権
の
入
札
を
行
い
、
総

額
約
２
億
２
千
万
レ
ア
ル
で

落
札
さ
れ
た
。
２
２
日
付
ア

ジ
ェ
ン
シ
ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
な

ど
が
報
じ
て
い
る
。

　

入
札
対
象
と
な
っ
た
タ
ー

ミ
ナ
ル
は
、
パ
ラ
イ
バ
州
カ

ベ
デ
ー
ロ
港
三
つ
と
、
エ

ス
ピ
リ
ト
サ
ン
ト
州
ヴ
ィ
ッ

ト
ー
リ
ア
港
一
つ
だ
。

　

前
者
を
落
札
し
た
の
は
、

ラ
イ
ゼ
ン
、
イ
ピ
ラ
ン
ガ
、

Ｂ
Ｒ
デ
ィ
ス
ト
リ
ブ
イ
ド
ー

ラ
か
ら
な
る
企
業
体
の
ノ
ル

デ
ス
テ
で
、
３
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
そ
れ
ぞ
れ
、
６
０
２
万
１

千
、１
８
０
０
万
５
千
、３
０

５
０
万
３
千
レ
ア
ル
で
落
札

し
た
。
資
金
調
達
の
責
任
者

は
投
資
会
社
の
ア
チ
ー
ヴ
ァ

で
、
既
存
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
運

営
権
を
獲
得
し
た
。

　

後
者
は
、
ノ
ル
デ
ス
テ
と

同
じ
３
社
が
イ
タ
ウ
銀
行
と

組
ん
だ
企
業
体
の
ナ
ヴ
ェ
ガ

ン
テ
ス
・
ロ
ジ
ス
チ
カ
で
、

１
億
６
５
０
０
万
レ
ア
ル
で

落
札
し
た
。
こ
ち
ら
は
新
し

い
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
設
と
運

営
が
任
せ
ら
れ
る
。

　

落
札
最
低
価
格
は

１
億
９
９
０
０
万
レ
ア
ル

だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
約

１
０
％
ほ
ど
上
回
っ
た
こ
と

に
な
る
。

　

タ
ル
シ
シ
オ
・
デ
・
フ
レ

イ
タ
ス
・
イ
ン
フ
ラ
相
は
こ

の
結
果
に
、｢

現
政
権
に
対

す
る
市
場
の
信
用
の
高
さ
が

証
明
さ
れ
た｣

と
喜
び
、｢

次
回
の
入
札
事
業
へ
の
期
待

に
も
つ
な
が
る｣

と
語
っ

た
。

　

今
回
の
入
札
は
現
政
権
で

は
２
度
目
だ
が
、
港
湾
事
業

の
入
札
は
テ
メ
ル
政
権
時
に

公
示
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
。

　

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
２
１
日
未

明
、
体
制
派
の
国
家
情
報
機

関
（
Ｓ
ｅ
ｂ
ｉ
ｎ
）
の
隊
員

が
反
体
制
派
の
国
会
議
員
の

自
宅
に
侵
入
し
、
暴
行
な
ど

を
加
え
た
後
、
フ
ア
ン
・
グ

ア
イ
ド
暫
定
大
統
領
の
秘
書

室
長
を
連
行
す
る
と
い
う
事

件
が
起
き
た
。

　

２
１
、２
２
日
付
伯
字
紙

や
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、
暴
行

を
受
け
た
の
は
、
反
体
制
派

議
員
の
セ
ル
ヒ
オ
・
ヴ
ェ
ル

ガ
ラ
氏
で
、
現
地
時
間
の
午

前
２
時
（
ブ
ラ
ジ
リ
ア
時
間

午
前
３
時
）
過
ぎ
、
覆
面
を

被
っ
た
１
５
人
余
り
（
３
０

人
と
の
報
道
も
あ
り
）
の
男

が
自
宅
に
侵
入
。
同
氏
を
床

に
ね
じ
伏
せ
る
な
ど
の
暴
行

の
上
、
同
氏
を
約
２
時
間
軟

禁
状
態
に
置
い
た
。

　

ヴ
ェ
ル
ガ
ラ
氏
は
議
員
の

不
逮
捕
特
権
を
主
張
し
た
た

め
、
連
行
を
免
れ
た
が
、
男

達
は
そ
の
後
、
グ
ア
イ
ド
氏

の
側
近
で
、
ヴ
ェ
ル
ガ
ラ
氏

の
隣
に
住
む
ロ
ベ
ル
ト
・
マ

レ
ー
ロ
氏
の
自
宅
に
侵
入
、

マ
レ
ー
ロ
氏
の
身
柄
を
拘

束
・
連
行
し
た
。

　

マ
レ
ー
ロ
氏
が
連
行
さ
れ

る
の
を
目
撃
し
た
ヴ
ェ
ル
ガ

ラ
氏
は
、
マ
ド
ゥ
ー
ロ
政
権

に
よ
る
不
法
な
逮
捕
だ
と
告

発
。
グ
ア
イ
ド
氏
も
ツ
イ
ッ

タ
ー
な
ど
で
、
側
近
が
拘
束

さ
れ
た
事
を
報
じ
た
。

　

伯
国
な
ど
が
参
加
す
る
リ

マ
グ
ル
ー
プ
は
マ
ド
ゥ
ー
ロ

政
権
を
強
く
批
判
、
マ
レ
ー

ロ
氏
の
即
時
釈
放
を
求
め

た
。
同
グ
ル
ー
プ
で
は
、
伯

国
や
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
カ
ナ

ダ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
コ
ス
タ

リ
カ
、
ガ
テ
マ
ラ
、
ギ
ア
ナ
、

チ
リ
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
、
パ

ナ
マ
、パ
ラ
グ
ア
イ
、ペ
ル
ー

が
、
ニ
コ
ラ
ス
・
マ
ド
ゥ
ー

ロ
氏
の
再
選
は
無
効
と
し
、

グ
ア
イ
ド
氏
支
持
を
表
明
。

民
主
的
な
選
挙
の
実
現
を
求

め
て
い
る
（
メ
キ
シ
コ
と
ボ

リ
ビ
ア
は
マ
ド
ゥ
ー
ロ
氏
を

支
持
）。

　

米
国
は
、
マ
ド
ゥ
ー
ロ
政

権
は
大
き
な
ミ
ス
を
犯
し
た

と
し
、
新
た
な
制
裁
を
示
唆

し
つ
つ
、
マ
レ
ー
ロ
氏
の
釈

放
を
求
め
た
。
国
連
や
欧
州

連
合
も
マ
ド
ゥ
ー
ロ
政
権
を

批
判
し
、
マ
レ
ー
ロ
氏
釈
放

を
求
め
て
い
る
。

　

べ
国
内
務
省
は
マ
レ
ー
ロ

氏
は
テ
ロ
集
団
幹
部
と
説
明

し
た
。
７
日
に
起
き
た
広
域

停
電
（
約
１
週
間
で
回
復
し

た
が
、
カ
ラ
カ
ス
な
ど
で
は

そ
の
後
も
繰
り
返
し
発
生
）

は
グ
ア
イ
ド
氏
を
支
持
す
る

米
国
の
仕
業
と
の
マ
ド
ゥ
ー

ロ
氏
の
主
張
を
受
け
、
同
国

検
察
は
先
週
、
グ
ア
イ
ド
氏

と
の
関
係
を
捜
査
し
始
め
た

と
発
表
し
て
い
る
。

　

な
お
、
Ｓ
ｅ
ｂ
ｉ
ｎ
は
同

国
最
高
の
諜
報
機
関
で
、
副

大
統
領
に
属
す
内
部
治
安
部

隊
。
同
国
副
大
統
領
の
デ
ル

シ
ー
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
氏
は
、

マ
ド
ゥ
ー
ロ
氏
に
最
も
忠
実

な
政
治
家
の
一
人
だ
。

　

聖
州
で
は
、
今
年
に
入
っ

て
か
ら
デ
ン
グ
熱
に
か
か
っ

て
亡
く
な
っ
た
人
の
数
が

２
１
人
を
数
え
、
昨
年
全
体

の
１
０
人
を
す
で
に
上
回
っ

た
と
、
２
０
、２
２
日
付
伯

字
紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

ま
た
、
３
月
１
５
日
現
在

の
デ
ン
グ
熱
発
症
者
数
は

３
万
４
７
８
５
人
で
、
こ
れ

も
昨
年
の
１
万
３
８
９
４
人

を
大
幅
に
超
え
て
い
る
上
、

ま
だ
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

今
年
は
昨
年
よ
り
深
刻
だ

が
、
そ
れ
で
も
、
年
間
発

症
者
数
６
５
万
７
９
０
３

人
、
１
〜
３
月
だ
け
で
も

３
７
万
４
５
９
人
を
記
録
し

た
２
０
１
５
年
よ
り
は
ま
し

だ
。

　

死
者
２
１
人
の
内
、
１
０

人
は
バ
ウ
ル
ー
市
で
亡
く

な
っ
た
。
同
市
で
は
他
に
も

９
人
に
つ
い
て
、
デ
ン
グ
熱

が
死
因
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

　

同
市
保
健
局
の
伝
染
病
監

視
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
今

年
は
、
３
月
１
５
日
ま
で
に

５
６
６
８
人
の
発
症
が
確
認

さ
れ
た
。

　

バ
ウ
ル
ー
以
外
で
デ
ン
グ

熱
に
よ
る
死
者
が
確
認
さ
れ

て
い
る
の
は
、
ア
ラ
ラ
ク
ア

ラ
、
サ
ン
ジ
ョ
ア
キ
ン
・
ダ
・

バ
ー
ラ
（
各
４
人
）、
サ
ン

外国為替市況
中銀サイトより

3月22日午後 5時現在
米ドル相場

売　3.9022  R$
買　3.9008  R$

円相場
売　0.0355  R$
買　0.0355  R$

「テメルらの横領額は18億レアル」
　

昨
日
付
本
面
で
も
報
じ
た

通
り
、
テ
メ
ル
氏
は
リ
オ
州

の
ア
ン
グ
ラ
３
原
子
力
発

電
所
の
事
業
に
ま
つ
わ
る

１
０
０
万
レ
ア
ル
の
収
賄
容

疑
な
ど
で
逮
捕
さ
れ
た
が
、

連
邦
検
察
庁
が
そ
の
後
の
記

者
会
見
で
、
そ
の
手
口
な
ど

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

賄
賂
を
払
っ
た
の
は
、
ア

ジ
ョ
ゼ
・
ド
・
リ
オ
・
プ
レ
ッ

ト
（
３
人
）
だ
。

　

ま
た
、
デ
ン
グ
熱
発

症
件
数
は
、
１
位
バ
ウ

ル
ー
、
２
位
ア
ラ
ラ
ク
ア

ラ
（
３
２
４
５
人
）、
３
位

サ
ン
ジ
ョ
ゼ
・
ド
・
リ
オ
・

プ
レ
ッ
ト
（
３
１
６
６
人
）、

４
位
ア
ン
ド
ラ
ジ
ー
ニ
ャ

（
１
９
２
５
人
）
と
な
っ
て

い
る
。

　

バ
ウ
ル
ー
市
は
、
デ
ン
グ

熱
の
症
状
が
よ
り
深
刻
化
し

た
患
者
の
た
め
の
診
療
ポ
ス

ト
の
設
置
や
、
市
内
の
公
共

医
療
施
設
の
診
療
時
間
を
午

後
１
１
時
ま
で
延
長
し
て
対

応
し
て
い
る
。
ま
た
、
医
療

関
係
者
を
増
員
し
、
危
険
な

症
状
が
出
て
い
る
患
者
の
有

無
も
毎
日
監
視
。並
行
し
て
、

蚊
の
繁
殖
予
防
を
促
す
家
庭

訪
問
、
殺
虫
ス
プ
レ
ー
の
散

布
も
行
っ
て
い
る
。

約
２
億
２
千
万
レ
で
落
札

最
低
落
札
価
格
を
１
割
上
回
る

リ
マ
グ
ル
ー
プ
な
ど
早
速
反
応

連 邦
検察庁

マイア議長

大
統
領
次
男
の
発
言
に
憤
慨

（２）２０１９年 第５２０６号 ３月 ２３日 （土曜日）

港湾入札

今
年
は
既
に
21
人
が
死
亡

被
害
大
き
い
バ
ウ
ル
ー
数
々
の
対
策

聖州デング熱

　

前
大
統
領
と
い
う
立
場
に

配
慮
し
た
リ
オ
連
邦
地
裁
の

マ
ル
セ
ロ
・
ブ
レ
ッ
タ
ス
判

事
の
裁
定
で
、
テ
メ
ル
氏
は

連
邦
警
察
の
特
別
室
に
収
容

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
パ
ラ
ナ

州
の
連
警
特
別
室
に
収
容
さ

れ
て
い
る
ル
ー
ラ
氏
へ
の
扱

い
に
準
ず
る
も
の
だ
。



　

４
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うも
前ま

え

の
こ
と
に
な
る
が
、フ
ラ
ン
ク
リ
ン・ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
、
そ
の
絶ぜ

つ

大だ
い

な
権け

ん

力り
ょ
くを
使つ

か

っ
て
、
つ
い
に

米べ
い

国こ
く

を
日に

本ほ
ん

と
の
戦せ

ん

争そ
う

に
ま
き
こ
む
こ
と
に
成せ

い

功こ
う

し
た
。
そ
の

こ
と
は
、
米べ

い

国こ
く

を
欧お

う

州し
ゅ
うに
お
け
る
戦せ

ん

争そ
う

に
参さ

ん

戦せ
ん

さ
せ
る
と
い
う

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
最さ

い

終し
ゅ
う

目も
く

的て
き

を
達た

っ

成せ
い

さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

ク
レ
ア
・
ル
ー
ス
が
述の

べ
た
よ
う
に
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
わ

れ
わ
れ
を
だ
ま
し
、
い
わ
ば
裏う

ら

口ぐ
ち

か
ら
わ
れ
わ
れ
を
ド
イ
ツ
と

の
戦せ

ん

争そ
う

に
ま
き
こ
ん
だ
の
で
あ
る
。[

１
，ｐ
１
９]

　
１
９
４
１
年ね

ん

１
１
月が

つ

２
６
日に

ち

、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
、

日に

本ほ
ん

に
対た

い

し
最さ

い

後ご

通つ
う

牒ち
ょ
うを
送お

く

り
、
そ
の
中な

か

で
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

の
イ
ン

ド
シ
ナ
お
よ
び
中

ち
ゅ
う

国ご
く（
満ま

ん

洲し
ゅ
う）か
ら
の
全ぜ

ん

面め
ん

撤て
っ

退た
い

を
要よ

う

求き
ゅ
うし
た
。

こ
の
最さ

い

後ご

通つ
う

牒ち
ょ
うに
よ
り
、
日に

本ほ
ん

を
開か

い

戦せ
ん

に
追お

い

込こ

ん
だ
責せ

き

任に
ん

が

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
あ
る
と
言い

う
の
は
、
歴れ

き

史し

的て
き

事じ

実じ
つ

で
あ
る
。

[

１
，
ｐ
３
３]

　
こ
れ
は
開か

い

戦せ
ん

当と
う

時じ

、ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
ラ
イ
バ
ル
だ
っ

た
共

き
ょ
う

和わ

党と
う

下か

院い
ん

リ
ー
ダ
ー
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
議ぎ

員い
ん

が
自み

ず
か
ら
の
著ち

ょ

書し
ょ

で
語か

た
っ
た
言こ

と

葉ば

で
あ
る
。

　

も
う
一ひ

とつ
、
当と

う

時じ

の
米べ

い

軍ぐ
ん

高こ
う

官か
ん

の
証

し
ょ
う

言げ
ん

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
よ
う
。
ア

メ
リ
カ
陸り

く

軍ぐ
ん

参さ
ん

謀ぼ
う

本ほ
ん

部ぶ

で
戦せ

ん

争そ
う

計け
い

画か
く

立り
つ

案あ
ん

を
担た

ん

当と
う

し
て
い
た

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
愚ぐ

行こ
う

１９９９年
ねん

７月
がつ

１７日
にち

版
ばん

ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ
ー
大た

い

将し
ょ
うの
回か

い

想そ
う

録ろ
く

の
一い

っ

節せ
つ

で
あ
る
。

　
日に

本ほ
ん

の
真し

ん

珠じ
ゅ

湾わ
ん

攻こ
う

撃げ
き

は
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
計け

い

画か
く

的て
き

に
挑

ち
ょ
う

発は
つ

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
事じ

実じ
つ

は
、
真し

ん

珠じ
ゅ

湾わ
ん

の
惨ざ

ん

敗ぱ
い

と
、

そ
れ
に
ひ
き
つ
づ
き
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
失し

っ

陥か
ん

し
た
こ
と
に
よ
り
、

お
お
い
か
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
国こ

く

民み
ん

を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦せ

ん

争そ
う

に
裏う

ら

口ぐ
ち

か
ら
参さ

ん

戦せ
ん

さ
せ

よ
う
と
し
て
い
た
当と

う

時じ

の
ア
メ
リ
カ
政せ

い

府ふ

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

ア
メ
リ
カ
守し

ゅ

備び

隊た
い

を
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

の
犠ぎ

牲せ
い

に
供き

ょ
う
す
る
も
や
む
を
え

な
い
と
考か

ん
がえ
て
い
た
。

　
ア
メ
リ
カ
国こ

く

内な
い

の
反は

ん

戦せ
ん

派は

の
人ひ

と

た
ち
は
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が

ド
イ
ツ
に
対た

い

し
て
は
明あ

き

ら
か
に
戦せ

ん

時じ

中ち
ゅ
う

立り
つ

を
犯お

か

す
行こ

う

動ど
う

を
と

り
、
ま
た
日に

本ほ
ん

に
対た

い

し
て
は
最さ

い

後ご

通つ
う

告こ
く

を
つ
き
つ
け
て
、
な

ん
と
か
し
て
ア
メ
リ
カ
を
参さ

ん

戦せ
ん

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と

は
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
承

し
ょ
う

知ち

し
て
い
た
。[

２
，
ｐ
２
７]

　

フ
ィ
ッ
シ
ュ
議ぎ

員い
ん

と
ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ
ー
大た

い

将し
ょ
うの
著ち

ょ

書し
ょ

か
ら
、

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うが
い
か
に
日に

本ほ
ん

を
戦せ

ん

争そ
う

に
巻ま

き
込こ

ん
で

い
っ
た
の
か
を
見み

て
み
よ
う
。

　

１
９
３
９
年ね

ん

、
ド
イ
ツ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
対た

い

し
て
、
ダ
ン

チ
ヒ
自じ

由ゆ
う

市し

の
返へ

ん

還か
ん

を
要よ

う

求き
ゅ
うし
て
い
た
。
同ど

う

市し

は
ド
イ
ツ
人じ

ん

人じ
ん

口こ
う

が
９
０
％
を
超こ

え
、
住

じ
ゅ
う

民み
ん

投と
う

票
ひ
ょ
う

で
は
圧あ

っ

倒と
う

的て
き

多た

数す
う

で
ド
イ
ツ
へ
の
帰き

属ぞ
く

に
賛さ

ん

成せ
い

し
て
お
り
、「
民み

ん

族ぞ
く

自じ

決け
つ

の
原げ

ん

則そ
く

」
か
ら
言い

っ
て
も
、
ド
イ
ツ
の
要よ

う

求
き
ゅ
う

は
不ふ

当と
う

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
、
ド
イ
ツ
か

ら
攻こ

う

撃げ
き

さ
れ
た
ら
、
英え

い

仏ふ
つ

も
す
か
さ
ず

参さ
ん

戦せ
ん

す
る
と
い
う
約や

く

束そ
く

を
得え

て
お
り
、

さ
ら
に
そ
の
英え

い

仏ふ
つ

を
陰か

げ

で
け
し
か
け
て

い
た
の
が
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
で
あ
っ
た
。

　

１
９
３
９
年ね

ん

１
月が

つ

１
６
日に

ち

、
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
代だ

い

表ひ
ょ
うで
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｃ
・

ブ
リ
ッ
ト
駐

ち
ゅ
う

仏ふ
つ

大た
い

使し

は
、
パ
リ
に
帰き

任に
ん

す
る
際さ

い

に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
イ
エ
ル
ジ
ー
・

ポ
ト
ツ
キ
ー
駐

ち
ゅ
う

米べ
い

大た
い

使し

に
次つ

ぎ

の
よ
う
に
語か

た
っ
て
い
る
。

　
英え

い

仏ふ
つ

は
、
全ぜ

ん

体た
い

主し
ゅ

義ぎ

国こ
っ

家か

と
、
い
か
な
る
種し

ゅ

類る
い

の
妥だ

協き
ょ
うも

や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
確か

っ

固こ

と
し

た
意い

見け
ん

で
あ
る
。
領

り
ょ
う

土ど

的て
き

変へ
ん

更こ
う

を
目も

く

的て
き

と
し
た
ど
ん
な
議ぎ

論ろ
ん

も
許ゆ

る

さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
合が

っ

衆し
ゅ
う

国こ
く

は
、
孤こ

立り
つ

政せ
い

策さ
く

か
ら
脱だ

っ

却き
ゃ
くし
、
戦せ

ん

争そ
う

の
際さ

い

に
は
英え

い

仏ふ
つ

の
側が

わ

に
立た

っ
て
、
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
介か

い

入に
ゅ
うす
る
用よ

う

意い

が
あ
る
旨む

ね

を
道ど

う

義ぎ

的て
き

に
確か

く

約や
く

す
る
。[

１
，
ｐ

１
４
３]

　

イ
ギ
リ
ス
は
２
、３
個こ

師し

団だ
ん

し
か
動ど

う

員い
ん

で
き
な
い
が
、
ア
メ

リ
カ
が
参さ

ん

戦せ
ん

を
確か

く

約や
く

し
て
く
れ
れ
ば
、も
う
怖こ

わ

い
も
の
は
な
い
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
は
強

き
ょ
う

硬こ
う

姿し

勢せ
い

に
転て

ん

じ
て
、
ド
イ
ツ
と
の
交こ

う

渉し
ょ
うの
た

め
の
全ぜ

ん

権け
ん

使し

節せ
つ

を
送お

く

る
こ
と
す
ら
拒き

ょ

否ひ

し
た
。
こ
れ
が
ド
イ
ツ

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵し

ん

攻こ
う

を
引ひ

き
起お

こ
し
、
第だ

い

２
次じ

大た
い

戦せ
ん

の
引ひ

き

金が
ね

に
な
っ
た
。

　
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
ド
イ
ツ
と
の
戦せ

ん

争そ
う

を
決け

つ

意い

し
て
い

た
の
だ
が
、
米べ

い

国こ
く

民み
ん

は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が

３
９
年ね

ん

９
月が

つ

に
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵し

ん

攻こ
う

し
、
さ
ら
に
４
０
年ね

ん

４

月が
つ

に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
侵し

ん

入に
ゅ
うし
た
時じ

点て
ん

で
の
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
世よ

論ろ
ん

調
ち
ょ
う

査さ

で
、
参さ

ん

戦せ
ん

に
賛さ

ん

成せ
い

す
る
米べ

い

国こ
く

民み
ん

は
わ
ず
か
３
％
で
あ
っ
た
。

　

４
０
年ね

ん

１
０
月が

つ

３
０
日に

ち

、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

挙き
ょ

の
１
週

し
ゅ
う

間か
ん

前ま
え

に
次つ

ぎ

の
よ
う
に
発は

つ

言げ
ん

し
て
い
る
。

　

私わ
た
し
は
、
母は

は

で
あ
り
、
あ
る
い
は
父ち

ち

で
あ
る
あ
な
た
が
た
に

話は
な

す
に
あ
た
っ
て
、
い
ま
一ひ

と
つ
の
保ほ

証し
ょ
うを
与あ

た

え
る
。
私わ

た
しは
以い

前ぜ
ん

に
も
こ
れ
を
述の

べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
今こ

ん

後ご

何な
ん

度ど

で
も
繰く

り
返か

え

し
言い

う
つ
も
り
で
あ
る
。『
あ
な
た
が
た
の
子こ

供ど
も

た
ち
は
、
海か

い

外が
い

の
い
か
な
る
戦せ

ん

争そ
う

に
送お

く

り
込こ

ま
れ
る
こ
と
も
な
い
』[
１
，

ｐ
８
２]

　
フ
ィッ
シ
ュ
議ぎ

員い
ん

は
、
こ
こ
で
戦せ

ん

争そ
う

反は
ん

対た
い

、
不ふ

介か
い

入に
ゅ
う

主し
ゅ

義ぎ

の

演え
ん

説ぜ
つ

者し
ゃ

で
さ
え
常つ

ね

に
用も

ち

い
て
い
る
「
攻こ

う

撃げ
き

を
受う

け
な
い
限か

ぎ

り
」

と
い
う
留

り
ゅ
う

保ほ

条じ
ょ
う

件け
ん

す
ら
、
省は

ぶ

か
れ
て
い
る
こ
と
を
指し

摘て
き

し
て

い
る
。

　
こ
の
わ
ず
か
２
ヶ
月げ

つ

後ご

に
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
無む

二に

の
親し

ん

友ゆ
う

で
あ
る
ハ
リ
ー
・
ホ
プ
キ
ン
ス
を
通つ

う

じ
て
、
チ
ャ
ー
チ
ル
に
次つ

ぎ

の
よ
う
に
伝つ

た

え
た
。

　
わ
れ
わ
れ
が
共

き
ょ
う

同ど
う

し
て
こ
の
戦せ

ん

争そ
う

を
勝か

ち
抜ぬ

く
こ
と
を
大だ

い

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や
日

に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しで
も日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでい
ない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介し
てください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

（３） ２０１９年第５２０６号 	 ３月	２３日	（土曜日）

第だ
い

32
代だ

い

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
米べ

い

国こ
く

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う(W

ikipedia)

統と
う

領り
ょ
うは
決け

つ

意い

し
て
い
る
。
こ
れ
を
間ま

違ち
が

わ
な
い
で
い
た
だ
き
た

い
。
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
、
い
か
な
る
犠ぎ

牲せ
い

を
は
ら
っ
て
も
、
あ
ら
ゆ
る

手し
ゅ

段だ
ん

を
用も

ち

い
て
イ
ギ
リ
ス
を
勝

し
ょ
う

利り

達た
っ

成せ
い

ま
で
援え

ん

助じ
ょ

す
る
、
と

い
う
こ
と
を
あ
な
た
に
伝つ

た

え
る
た
め
に
、
私わ

た
しを
こ
こ
に
派は

遣け
ん

し

た
。・
・
・
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
、
人じ

ん

事じ

の
す
べ
て
を
つ
く
す
。[

１
． 

ｐ
８
５]

　
こ
う
し
て
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うに
再さ

い

選せ
ん

さ
れ
た
時じ

点て
ん

で
、
矛む

盾じ
ゅ
んす
る
二ふ

た

つ
の
約や

く

束そ
く

を
、
国こ

く

民み
ん

と
外が

い

国こ
く

政せ
い

府ふ

に
対た

い

し

て
行

お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
矛む

盾じ
ゅ
んか
ら
逃の

が

れ
る
道み

ち

は
た
だ
一ひ

とつ
、
敵て

き

国こ
く

か
ら
攻こ

う

撃げ
き

を

受う

け
て
、
参さ

ん

戦せ
ん

を
余よ

儀ぎ

な
く
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
だ
。
ル
ー
ズ

ベ
ル
ト
は
対た

い

独ど
く

挑ち
ょ
う

発は
つ

を
し
か
け
る
。

　

米べ
い

軍ぐ
ん

駆く

逐ち
く

艦か
ん

「
グ
リ
ヤ
ー
」
は
、
ド
イ
ツ
潜せ

ん

水す
い

艦か
ん

を
追つ

い

跡せ
き

し
、
そ
の
位い

置ち

を
イ
ギ
リ
ス
軍ぐ

ん

機き

に
通つ

う

報ほ
う

し
て
、
爆ば

く

雷ら
い

攻こ
う

撃げ
き

を
さ
せ
た
。
英え

い

軍ぐ
ん

機き

が
給

き
ゅ
う

油ゆ

の
た
め
に
そ
の
場ば

を
離は

な

れ
た
後あ

と

も
、
グ
リ
ヤ
ー
は
探た

ん

査さ

を
継け

い

続ぞ
く

し
た
た
め
、
ド
イ
ツ
潜せ

ん

水す
い

艦か
ん

は
反は

ん

撃げ
き

に
訴う

っ
た
え
た
。

　

明あ
き

ら
か
な
中

ち
ゅ
う

立り
つ

義ぎ

務む

違い

反は
ん

で
あ
る
。
こ
の
事じ

件け
ん

を
ル
ー
ズ
ベ

ル
ト
は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
全ぜ

ん

米べ
い

向む

け
演え

ん

説ぜ
つ

で
報ほ

う

告こ
く

し
た
。

　
私わ

た
し
は
、
ド
イ
ツ
潜せ

ん

水す
い

艦か
ん

が
、
何な

ん

ら
の
警け

い

告こ
く

な
し
に
、
撃げ

き

沈ち
ん

の
意い

図と

を
も
っ
て
、
米べ

い

国こ
く

の
駆く

逐ち
く

艦か
ん

に
対た

い

し
て
先せ

ん

制せ
い

攻こ
う

撃げ
き

を

し
か
け
た
、
と
い
う
ま
ぎ
れ
も
な
い
事じ

実じ
つ

を
、
皆み

な

様さ
ま

に
報ほ

う

告こ
く

す
る
。

　

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
こ
の
よ
う
な
挑

ち
ょ
う

発は
つ

を
１
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うも
続つ

づ

け
、

４
１
年ね

ん

１
０
月が

つ

に
は
、
ド
イ
ツ
戦せ

ん

艦か
ん

お
よ
び
潜せ

ん

水す
い

艦か
ん

は
、
見み

つ
け
次し

第だ
い

こ
れ
を
攻こ

う

撃げ
き

す
べ
し
、
と
い
う
指し

令れ
い

ま
で
出だ

し
た
。

　
し
か
し
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
、
ド
イ
ツ
海か

い

軍ぐ
ん

に
対た

い

し
、
米べ

い

軍ぐ
ん

軍ぐ
ん

艦か
ん

へ
の
攻こ

う

撃げ
き

は
避さ

け
、自じ

衛え
い

に
徹て

っ

す
る
よ
う
命め

い

令れ
い

し
て
お
り
、ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
の
罠わ

な

に
は
ひ
っ
か
か
ら
な
か
っ
た
。
や
む
な
く
次つ

ぎ

の
ス

ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
と
し
て
選え

ら

ば
れ
た
の
が
日に

本ほ
ん

で
あ
っ
た
。

　

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
日に

本ほ
ん

に
対た

い

し
て
は
経け

い

済ざ
い

封ふ
う

鎖さ

な
ど
強

き
ょ
う

硬こ
う

姿し

勢せ
い

を
と
っ
た
が
、
そ
の
政せ

い

策さ
く

の
矛む

盾じ
ゅ
んを
フ
ィッ
シ
ュ
議ぎ

員い
ん

は

次つ
ぎ

の
よ
う
に
批ひ

判は
ん

し
て
い
る
。

　
ど
う
し
て
イ
ギ
リ
ス
が
極

き
ょ
く

東と
う

に
お
け
る
数か

ず

多お
お

く
の
領

り
ょ
う

土ど

を

保ほ

有ゆ
う

す
る
絶ぜ

っ

対た
い

的て
き

な
権け

ん

利り

を
持も

つ
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
一い

っ

方ぽ
う

で

日に

本ほ
ん

が
近き

ん

隣り
ん

諸し
ょ

国こ
く

か
ら
コ
メ
、
石せ

き

油ゆ

、
ゴ
ム
、
錫す

ず

そ
の
他ほ

か

の

商し
ょ
う

品ひ
ん

を
購こ

う

入に
ゅ
うす
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
く
ら
い
の
制せ

い

限げ
ん

を
米べ

い

国こ
く

に
よ
っ
て
課か

せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。[

１
，
ｐ

４
１]

　
確た

し

か
に
日に

本ほ
ん

は
、
宣せ

ん

戦せ
ん

布ふ

告こ
く

の
な
い
ま
ま
四よ

ん

年ね
ん

間か
ん

に
わ
た

り
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
戦せ

ん

争そ
う

状じ
ょ
う

態た
い

に
あ
っ
た
が
、
同ど

う

時じ

に
ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ

ア
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
お
よ
び
バ
ル
ト
諸し

ょ

国こ
く

を

侵し
ん

略り
ゃ
くし
て
い
た
の
も
事じ

実じ
つ

で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
、
こ
の
ソ
ビ

エ
ト
の
行こ

う

動ど
う

に
対た

い

し
て
は
何な

ん

ら
対た

い

処し
ょ

し
な
い
ば
か
り
か
、
そ

の
後ご

、
同ど

う

国こ
く

と
同ど

う

盟め
い

を
結む

す

ぶ
に
至い

た
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一い

っ

方ぽ
う

で
日に

本ほ
ん

は
、
自じ

国こ
く

軍ぐ
ん

の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

（
満ま

ん

洲し
ゅ
うを
除の

ぞ

く
）
お
よ
び
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
撤て

っ

退た
い

を
約や

く

束そ
く

し
、

南な
ん

下か

を
し
な
い
こ
と
に
合ご

う

意い

す
る
用よ

う

意い

が
あ
っ
た
。

　
日に

本ほ
ん

の
よ
う
な
強

き
ょ
う

力り
ょ
くな
国こ

っ

家か

に
対た

い

し
、
米べ

い

国こ
く

は
こ
れ
以い

上
じ
ょ
う

何な
に

を
要よ

う

求き
ゅ
うで
き
る
と
言い

う
の
か
。
天て

ん

皇の
う

お
よ
び
近こ

の
え衛
首し

ゅ

相し
ょ
うは
、

平へ
い

和わ

を
維い

持じ

す
る
た
め
に
、
信し

ん

じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
譲

じ
ょ
う

歩ほ

を

す
る
つ
も
り
で
い
た
の
で
あ
る
。[

１
，
ｐ
３
６]

　

対た
い

日に
ち

挑ち
ょ
う

発は
つ

の
と
ど
め
と
し
て
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
つ
き
つ
け

た
の
が
、
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
以い

下か

の
よ
う
な

要よ
う

求き
ゅ
うを
含ふ

く

ん
で
い
た
。

・
日に

本ほ
ん

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

よ
り
部ぶ

隊た
い

を
撤て

っ

退た
い

さ
せ
て
、
日に

っ

支し

戦せ
ん

争そ
う

に
お

け
る
全ぜ

ん

面め
ん

的て
き

な
敗は

い

北ぼ
く

を
認み

と

め
る
こ
と

・
日に

本ほ
ん

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

及お
よ

び
満ま

ん

洲し
ゅ
う

国こ
く

に
お
け
る
日に

本ほ
ん

の
作つ

く

り
上あ

げ
た

傀か
い

儡ら
い

政せ
い

権け
ん

を
廃は

い

止し

し
（
以い

下か

略り
ゃ
く）

・
日に

本ほ
ん

は
日に

ち

独ど
く

伊い

三さ
ん

国ご
く

同ど
う

盟め
い

に
規き

定て
い

さ
れ
た
独ど

く

伊い

両り
ょ
う

国こ
く

に
対た

い

す
る
義ぎ

務む

を
事じ

実じ
つ

上じ
ょ
う、
廃は

い

棄き

す
る
こ
と

　
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
の
内な

い

容よ
う

は
米べ

い

国こ
く

議ぎ

会か
い

に
は
秘ひ

密み
つ

に
さ
れ
て
い

た
。
そ
れ
を
知し

ら
ず
に
フ
ィ
ッ
シ
ュ
議ぎ

員い
ん

は
、
真し

ん

珠じ
ゅ

湾わ
ん

攻こ
う

撃げ
き

の

直ち
ょ
く

後ご

、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
も
と
で
一い

っ

致ち

団だ
ん

結け
つ

し
よ
う

と
下か

院い
ん

で
演え

ん

説ぜ
つ

を
行

お
こ
な
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
に
関か

ん

し
て
次つ

ぎ

の
よ
う

に
述の

べ
て
い
る
。

　

今
き
ょ
う

日
私わ

た
しは
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
日に

本ほ
ん

に
対た

い

し
、
恥は

ず
べ
き

戦せ
ん

争そ
う

最さ
い

後ご

通つ
う

牒ち
ょ
うを
送お

く

り
、
日に

本ほ
ん

の
指し

導ど
う

者し
ゃ

に
開か

い

戦せ
ん

を
強

き
ょ
う

要よ
う

し

た
と
い
う
こ
と
を
知し

っ
て
お
り
、
こ
の
演え

ん

説ぜ
つ

を
恥は

ず
か
し
く
思お

も

う
。[

１
，
ｐ
４
７]

　
ス
タ
ー
リ
ン
と
同ど

う

盟め
い

し
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
を
敵て

き

視し

し
て
、
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
は「
裏う

ら

口ぐ
ち

か
ら
」米べ

い

国こ
く

を
対た

い

独ど
く

戦せ
ん

争そ
う

に
巻ま

き
込こ

ん
だ
。

そ
の
結け

っ

果か

は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　

ア
メ
リ
カ
は
戦せ

ん

争そ
う

に
は
勝か

っ
た
が
、
東ひ

が
しヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ソ
連れ

ん

の

鉄て
つ

の
カ
ー
テ
ン
に
閉と

ざ
さ
れ
た
。
満ま

ん

洲し
ゅ
うと
シ
ナ
か
ら
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

を

駆く

逐ち
く

し
た
が
、
そ
の
か
わ
り
に
全ぜ

ん

域い
き

が
共

き
ょ
う

産さ
ん

中ち
ゅ
う

国ご
く

の
支し

配は
い

下か

と
な
っ
た
。
す
ぐ
に
米べ

い

ソ
間か

ん

の
冷つ

め

た
い
戦せ

ん

争そ
う

が
始は

じ

ま
っ
た
。

　
か
つ
て
ヒ
ト
ラ
ー
が
征せ

い

服ふ
く

を
夢ゆ

め

み
た
地ち

域い
き

よ
り
も
は
る
か

に
広こ

う

大だ
い

な
地ち

域い
き

に
、
全ぜ

ん

体た
い

主し
ゅ

義ぎ

的て
き

な
専せ

ん

制せ
い

政せ
い

治じ

を
台た

い

頭と
う

さ
せ

る
結け

っ

果か

と
な
っ
た[

２
，
ｐ
２
８]

と
ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ
ー
大た

い

将し
ょ
うは
総そ

う

括か
つ

す
る
。
こ
れ
は
結け

っ

果か

論ろ
ん

で
は

な
い
。
当と

う

時じ

、
米べ

い

国こ
く

世せ

論ろ
ん

の
大た

い

勢せ
い

を
占し

め
て
い
た
反は

ん

戦せ
ん

派は

は

次つ
ぎ

の
よ
う
な
主し

ゅ

張ち
ょ
うを
し
て
い
た
。

　
そ
れ
（
ア
メ
リ
カ
の
参さ

ん

戦せ
ん

）
は
、
わ
れ
わ
れ
が
ス
タ
ー
リ
ン

の
た
め
に
ロ
シ
ア
の
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

支し

配は
い

を
確か

く

立り
つ

さ
せ
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

が
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うに
さ
ら
に
広ひ

ろ

が
る
機き

会か
い

を
与あ

た

え
て
や
る
こ
と
に
な

１
．
フィッ
シュ
議ぎ

員い
ん

の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う
弾だ

ん

劾が
い

３
．
英え

い

仏ふ
つ

、
ポ
ー
ラ
ン
ド
を

　
　

け
し
か
け
る

８
．
愚ぐ

行こ
う

の
結け

っ

果か

５
．
挑ち

ょ
う

発は
つ

の
罠わ

な

２
．
ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ
ー
大た

い

将し
ょ
う

の
証し

ょ
う

言げ
ん

４
．
矛む

盾じ
ゅ
ん

す
る
二ふ

た

つ
の
約や

く

束そ
く

６
．
対た

い

日に
ち

強き
ょ
う

硬こ
う

政せ
い

策さ
く

に
対た

い

す
る

　
　
フィッ
シュ
議ぎ

員い
ん

の
批ひ

判は
ん

７
．
恥は

ず
べ
き
最さ

い

後ご

通つ
う

牒ち
ょ
う

る
（
フ
ー
バ
ー
元も

と

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う）

[

１
，
ｐ
１
１
２]

　

ス
タ
ー
リ
ン
は
、
ヒ
ッ
ト

ラ
ー
同ど

う

様よ
う

『
血ち

に
ま
み
れ
た

手て

』
を
し
て
お
り
、
合が

っ

衆し
ゅ
う

国こ
く

は
、
こ
れ
ら
残ざ

ん

虐ぎ
ゃ
くな
独ど

く

裁さ
い

者し
ゃ

た
ち
が
勝か

っ

手て

に
自じ

滅め
つ

し
合あ

う

の
に
ま
か
せ
て
お
け
ば
い
い

の
だ
（
ベ
ネ
ッ
ト
上

じ
ょ
う

院い
ん

議ぎ

員い
ん

）

[

１
，
ｐ
１
１
２]

　

も
し
、
ロ
シ
ア
が
勝か

ち
そ

う
に
な
っ
た
ら
ド
イ
ツ
を
援え

ん

助じ
ょ

し
、
ド
イ
ツ
が
勝か

ち
そ
う

に
な
っ
た
ら
、
ロ
シ
ア
を
援え

ん

助じ
ょ

す
れ
ば
よ
い
（
ト
ル
ー
マ
ン

上じ
ょ
う

院い
ん

議ぎ

員い
ん

、
次じ

期き

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う）

[

１
，
ｐ
１
１
２]

　

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
こ
の
よ

う
な
賢け

ん

明め
い

な
不ふ

介か
い

入に
ゅ
う

主し
ゅ

義ぎ

を
と
っ
て
い
れ
ば
、
米べ

い

国こ
く

は

も
と
よ
り
、
英え

い

仏ふ
つ

、
そ
し
て

日に

本ほ
ん

も
戦せ

ん

争そ
う

に
巻ま

き
込こ

ま
れ

ず
、
独ど

く

ソ
の
両

り
ょ
う

全ぜ
ん

体た
い

主し
ゅ

義ぎ

は

早そ
う

期き

に
自じ

滅め
つ

し
た
は
ず
で
あ

る
。
そ
う
な
れ
ば
、
そ
の
後ご

の
冷れ

い

戦せ
ん

も
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

戦せ
ん

争そ
う

、
ベ

ト
ナ
ム
戦せ

ん

争そ
う

も
な
く
、
２
０

世せ
い

紀き

後こ
う

半は
ん

は
は
る
か
に
明あ

か

る

い
幸こ

う

福ふ
く

な
時じ

代だ
い

に
な
っ
て
い
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
． 

日に
ち

米べ
い

・
開か

い

戦せ
ん

の
悲ひ

劇げ
き

、

ハ
ミ
ル
ト
ン
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
、

Ｐ
Ｈ
Ｐ
文ぶ

ん

庫こ

、
Ｈ
４
．
１
２

２
． 

第だ
い

２
次じ

大た
い

戦せ
ん

に
勝

し
ょ
う

者し
ゃ

な

し(

上じ
ょ
う)

、
ア
ル
バ
ー
ト・ウ
ェ

デ
マ
イ
ヤ
ー
、
講こ

う

談だ
ん

社し
ゃ

学が
く

術
じ
ゅ
つ

文ぶ
ん

庫こ

、
Ｈ
９
．
６
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（５） ２０１９年第５２０６号 	 ３月	２３日	（土曜日）

Líderes de 195 países serão convidados 
para cerimônia de ascensão ao trono do 
novo imperador do Japão

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Família Imperial (19/03/2019)

O governo japonês de-
cidiu convidar chefes de 
Estado e representantes de 
195 países para a cerimô-
nia de ascensão ao trono 
do imperador, em outubro.
A decisão foi tomada, na 
terça-feira, por um painel 
encarregado de estabelecer 
os protocolos para a suces-
são imperial.

O painel concordou quanto 
aos procedimentos para a 
cerimônia de abdicação do 
imperador Akihito, em 30 
de abril. O príncipe herdei-
ro Naruhito vai ascender 
ao trono no dia seguinte.
O painel também decidiu 
sobre os detalhes de uma 
cerimônia a ser realizada 
em 1º de maio para que 

o novo imperador possa 
herdar as Insígnias e Se-
los Imperiais. Trata-se da 
primeira de uma série de 
cerimônias que marcam a 
ascensão do príncipe her-
deiro.
Líderes de 195 países serão 
convidados para a cerimô-
nia “Sokuirei-Seiden-no-
gi”, planejada para 22 de 

outubro. Durante o ritual, o 
novo imperador vai procla-
mar sua ascensão ao povo 
japonês e para o mundo.
Os convidados também 
participarão de um ban-
quete na corte, a ser reali-
zado no decorrer de quatro 
dias.

Premiê do Japão e governador de Okinawa se reúnem 
para discutir plano de transferência de base dos EUA

Okinawa  (19/03/2019)

O governador de Oki-
nawa Denny Tamaki exi-
giu que o primeiro-minis-
tro Shinzo Abe suspenda 
os trabalhos de aterra-
mento para a transferên-
cia de uma base militar 
dos Estados Unidos den-
tro da província situada 
no sul do Japão.
Abe pediu a compreen-
são de Tamaki quanto ao 
projeto de transferência, 
ao mesmo tempo em que 
concordou em dar conti-
nuidade ao diálogo com o 
lado okinawano.

Ambos se reuniram, na 
terça-feira, em Tóquio, e 
discutiram a transferência 
da base aérea de Futen-
ma, pertencente ao Corpo 
de Fuzileiros Navais dos 
Estados Unidos, em Gi-
nowan, para o menos po-
voado distrito de Henoko, 
em Nago.
Denny Tamaki reiterou 
que a maioria dos votos 
registrados no plebiscito 
provincial do mês pas-
sado é contra o projeto 
de transferência. Ele pe-
diu que os trabalhos de 

Presidente do Comitê 
Olímpico Japonês anuncia 
renúncia ao cargo

Jogos Olímpicos (19/03/2019)

O presidente do Comitê 
Olímpico Japonês, Tsu-
nekazu Takeda, afirmou 
que vai renunciar ao car-
go. O anúncio ocorreu 
em meio às investigações 
de autoridades francesas 
sobre o papel de Takeda 
para ajudar Tóquio a ga-
rantir para si a realização 
dos Jogos Olímpicos e Pa-
ralímpicos de 2020.
Na terça-feira, ele anun-
ciou que deixará o cargo 
assim que seu mandato se 
encerrar em junho.
Tsunekazu Takeda é in-
vestigado formalmente 
pelas autoridades fran-
cesas em conexão com a 
candidatura bem-sucedida 

da capital japonesa para 
sediar a Olimpíada e Pa-
ralimpíada de 2020. Elas 
suspeitam que o presiden-
te do Comitê Olímpico 
Japonês aprovou paga-
mentos de cerca de dois 
milhões de dólares a uma 
empresa de Cingapura, 
em 2013.
Acredita-se que a empresa 
esteja vinculada ao filho 
de um ex-membro do Co-
mitê Olímpico Internacio-
nal (COI) que ajudou a es-
colher Tóquio como sede 
dos eventos. Takeda, por 
sua vez, nega a existência 
de quaisquer irregularida-
des.

aterramento em águas ao 
largo da costa de Henoko 
sejam suspensos por cer-
ca de um mês para que 
possa haver mais discus-
sões a respeito.
Shinzo Abe, por sua vez, 
respondeu que os tra-
balhos de aterramento 
começaram após várias 
consultas e têm por obje-
tivo prevenir perigos em 
potencial à região densa-
mente povoada em torno 
da base de Futenma.
Tamaki também disse a 
Abe que uma espécie rara 

de dugondo, um mamífe-
ro marinho que é parente 
do peixe-boi, foi encon-
trada morta, na segunda-
feira, em águas ao largo 
da costa norte da provín-
cia. O governador pediu 
ao primeiro-ministro que 
suspenda os trabalhos de 
aterramento para possi-
bilitar uma investigação 
mais aprofundada. O pre-
miê lamentou a desco-
berta e disse estar pronto 
para discutir a questão da 
transferência com o lado 
okinawano.

Governo do Japão vai 
incluir antiterrorismo na 
pauta da cúpula do G20

G20 (19/03/2019)

Um porta-voz de alto-es-
calão do governo do Japão 
disse que a prevenção de 
ataques terroristas vai ser 
incluída na pauta da reunião 
de cúpula do G20 que será 
realizada em junho na ci-
dade de Osaka, no oeste do 
Japão.
Na terça-feira, Yoshihide 
Suga, secretário-chefe do 
gabinete do governo do Ja-
pão, disse à imprensa que o 
governo condena veemente-
mente o ataque a tiros contra 
uma multidão na sexta-feira 
passada em Christchurch, 
na Nova Zelândia.
Suga acrescentou que o Ja-
pão está decidido a com-

bater o terrorismo num 
trabalho coordenado mi-
nuciosamente com a Nova 
Zelândia, a Europa e ou-
tros membros da comuni-
dade internacional.
Suga disse ainda que, 
como anfitrião da próxima 
reunião de cúpula, o Japão 
espera discutir medidas de 
prevenção do terrorismo 
durante o evento.
Os ataques à mão armada a 
duas mesquitas em Christ-
church deixaram cinquen-
ta mortos. O governo da 
Nova Zelândia está traba-
lhando no sentido de mo-
dificar a legislação para 
tornar mais rigoroso o 
controle de armas no país.

40% das empresas japonesas acreditam que 
feriadão de 10 dias afetará seus negócios

Feriadão (20/03/2019)

Uma pesquisa apontou 
que mais de 40% das em-
presas no Japão esperam 
ser afetadas pelo feriado 
prolongado de dez dias 
que começará em 27 de 
abril. Durante o período, 
serão realizados eventos 
ligados à sucessão impe-
rial.
A Teikoku Databank, uma 
companhia de avaliação 

de crédito, entrou em con-
tato com cerca de 23 mil 
empresas pelo país em 
fevereiro. Mais de 9.700 
responderam.
Ao todo, 43,6% das com-
panhias que participaram 
do estudo disseram que 
seus negócios serão afe-
tados pelo longo feriado. 
Destas, 5,3% esperam um 
impacto favorável, 12,8% 

estão preocupadas com 
efeitos negativos, e 25,5% 
esperam ambos.
As empresas que acredi-
tam que serão afetadas 
positivamente afirmaram 
que o feriado longo e o 
começo de uma nova era 
nacional irá impulsionar 
os gastos dos consumido-
res.
Já as companhias que es-

tão preocupadas com o 
impacto negativo aponta-
ram que o número de dias 
úteis será reduzido, e que 
sistemas de computador 
e documentos terão que 
usar o nome da nova era a 
partir de 1º de maio.
Empresas que gerenciam 
hotéis, editoras e gráficas 
disseram esperar um im-
pacto favorável, enquan-
to instituições financeiras 
e de telecom em geral se 
mostraram preocupadas 
com os efeitos adversos 
do feriadão.

Campanha eleitoral para governador 
em 11 províncias começa no Japão

Campanha eleitoral   (21/03/2019)

Candidatos a governador 
provincial no Japão parti-
ram às ruas em campanha 
às vésperas das eleições 
do próximo mês.
Trata-se de parte das elei-
ções locais unificadas que 
são realizadas a cada qua-
tro anos em todo o país. 
Desta vez, pleitos munici-
pais e provinciais são con-
siderados uma oportuni-

dade para que os partidos 
políticos ganhem impulso 
tendo em vista as eleições 
nacionais que ocorrerão 
ainda neste ano.
Na quinta-feira, a corrida 
eleitoral para governador 
teve início em 11 provín-
cias. Os candidatos devem 
focar suas plataformas em 
como revitalizar econo-
mias locais em meio ao 

declínio populacional.
Uma das corridas eleito-
rais mais aguardadas é a 
de Hokkaido, no norte do 
Japão. Partidos oposicio-
nistas de âmbito nacional 
apoiam um determinado 
candidato na esperança de 
desbancar a atual coalizão 
governista do primeiro-
ministro Shinzo Abe.
Osaka é outro foco de 

atenções. Um dos princi-
pais candidatos pretende 
criar o “Plano Metrópole 
de Osaka”, uma iniciativa 
na qual a cidade de mes-
mo nome seria extinguida 
e reorganizada em distri-
tos especiais semelhantes 
a Tóquio.
Em 7 de abril, os eleitores 
também elegerão novas 
Assembleias Municipais 
e Provinciais. As respec-
tivas campanhas eleitorais 
terão início ainda neste 
mês.

Tocha olímpica dos Jogos de Tóquio-2020 
tem formato de flor de cerejeira

Jogos Olímpicos (21/03/2019)

A tocha olímpica dos Jo-
gos de Tóquio-2020 apre-
senta um formato baseado 
em uma flor de cerejeira.
Na quarta-feira, o comitê 
organizador dos Jogos di-

vulgou o artefato, cerca de 
um ano antes do início do 
revezamento da tocha olím-
pica. O evento está progra-
mado para começar em 26 
de março do próximo ano.

A tocha tem 71 centíme-
tros de comprimento e pesa 
aproximadamente 1,2 qui-
lo. A parte superior é divi-
dida em cinco pedaços, que 
se assemelham a pétalas 

de flor de cerejeira quando 
vistas de cima. O artefato é 
projetado para que as cinco 
chamas convirjam no topo.
A cor da tocha olímpica 
se situa entre rosa e ouro. 
O comitê batizou a cor de 
“sakura e ouro”. “Sakura” 
significa flor de cerejeira no 
idioma japonês.
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昭
し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

の
初は

つ

孫ま
ご

で
、
今き

ん

上じ
ょ
う

陛へ
い

下か

の
甥お

い

に
あ
た
る
元も

と

皇こ
う

族ぞ
く

の
東

ひ
が
し

久く

邇に

信の
ぶ

彦ひ
こ

さ
ん
が
、

２
０
日か

、
病

び
ょ
う

気き

の
た
め
に
亡な

く
な
っ
た
。
享

き
ょ
う

年ね
ん

７
４
。
戦せ

ん

後ご

、
ブ
ラ
ジ
ル
に
移い

住じ
ゅ
う

し
、

「
昭

し
ょ
う

和わ

の
天て

ん

孫そ
ん

降こ
う

臨り
ん

」
と
言い

わ
れ
た
故こ

・
多た

羅ら

間ま

俊と
し

彦ひ
こ

さ

ん
の
甥お

い

に
あ
た
る
。
東と

う

京き
ょ
う

大だ
い

空く
う

襲し
ゅ
うの
最さ

い

中ち
ゅ
うに
自じ

宅た
く

の
防ぼ

う

空く
う

　
【
既き

報ほ
う

関か
ん

連れ
ん

】
日に

本ほ
ん

の
司し

法ほ
う

試し

験け
ん

に
一い

っ

発ぱ
つ

合ご
う

格か
く

し
、
在ざ

い

日に
ち

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

初は
つ

の
弁べ

ん

護ご

士し

と

な
っ
た
照て

る

屋や

レ
ナ
ン
・
エ
イ
ジ
弁べ

ん

護ご

士し

（
２
７
、
沖お

き

縄な
わ

系け
い

三さ
ん

世せ
い

）。
本ほ

ん

年ね
ん

１
月が

つ

か
ら
ブ
ラ

ジ
ル
案あ

ん

件け
ん

も
扱あ

つ
か
う
大お

お

嶽た
け

達た
つ

哉や

弁べ
ん

護ご

士し

事じ

務む

所し
ょ

（
＝
愛あ

い

知ち

県け
ん

名な

古ご

屋や

市し

中な
か

区く

）
に
勤き

ん

務む

し
は
じ
め
、
在ざ

い

日に
ち

伯は
く

人じ
ん

の
法ほ

う

的て
き

支し

援え
ん

を
す
る
の
に
必ひ

つ

要よ
う

な
ポ
語ご

研け
ん

修し
ゅ
うの
た
め
今こ

ん

月げ
つ

初は
じ

め

に
着

ち
ゃ
く

伯は
く

し
た
。
大お

お

嶽た
け

さ
ん
は
１
２
年ね

ん

か
ら
１
５
年ね

ん

ま
で
聖せ

い

市し

の
国こ

く

外が
い

就し
ゅ
う

労ろ
う

者し
ゃ

情じ
ょ
う

報ほ
う

援え
ん

護ご

セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｅ
）
で
専せ

ん

務む

理り

事じ

を
務つ

と

め
て
い
た
知ち

伯は
く

派は

弁べ
ん

護ご

士し

だ
。
今こ

ん

月げ
つ

２
０
日か

、
本ほ

ん

紙し

を
訪お

と
ずれ
た
照て

る

屋や

さ
ん
に
今こ

ん

後ご

の
意い

気き

込ご

み
を
聞き

い
た
。

壕ご
う

で
誕た

ん

生じ
ょ
うし
た
信の

ぶ

彦ひ
こ

さ
ん
は
、

４
７
年ね

ん

１
０
月が

つ

に
皇こ

う

籍せ
き

離り

脱だ
つ

を
余よ

儀ぎ

な
く
さ
れ
た
う
ち
の

一ひ
と

人り

。
高た

か

円ま
ど
の

宮み
や

憲の
り

仁ひ
と

親し
ん

王の
う

の

薨こ
う

去き
ょ

の
際さ

い

に
は
、
信の

ぶ

彦ひ
こ

さ
ん

を
通つ

う

じ
て
弔

ち
ょ
う

電で
ん

を
送お

く

る
な
ど
、

多た

羅ら

間ま

さ
ん
と
縁ゆ

か
り

の
深ふ

か

い
人じ

ん

物ぶ
つ

だ
っ
た
。
通つ

夜や

は
２
６
日に

ち

午ご

後ご

６
時じ

、
葬そ

う

儀ぎ

は
２
７
日に

ち

午ご

後ご

１
時じ

か
ら
東と

う

京き
ょ
う

都と

文ぶ
ん

京き
ょ
う

区く

大お
お

塚つ
か

５
の
３
９
の
１
の

豊と
し
ま

島が

岡お
か

墓ぼ

地ち

参さ
ん

集し
ゅ
う

所じ
ょ

で
行

お
こ
な

人に
ん

を
切き

る
く
ら
い
で
は
」。
照て

る

屋や

さ
ん
は
、
在ざ

い

日に
ち

伯は
く

人じ
ん

を
取と

り
巻ま

く
法ほ

う

的て
き

支し

援え
ん

の
現げ

ん

状じ
ょ
うを

こ
う
語か

た

る
。

　

さ
ら
に
「
日に

本ほ
ん

に
は
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
ポ
語ご

能の
う

力り
ょ
くを
も
っ
た
法ほ

う

廷て
い

通つ
う

訳や
く

が
少す

く

な
く
、
国こ

っ

家か

資し

格か
く

も
な
い
の
で
レ
ベ
ル
は
ピ
ン
き

り
。
被ひ

告こ
く

人に
ん

の
発は

つ

言げ
ん

が
異こ

と

な

る
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
伝つ

た

わ
り
、
そ

れ
が
判は

ん

決け
つ

に
違ち

が

い
を
生う

む
こ

と
も
有あ

り
得う

る
」
と
の
問も

ん

題だ
い

意い

識し
き

を
持も

っ
て
い
る
。

　

母ぼ

子し

家か

庭て
い

だ
っ
た
照て

る

屋や

弁べ
ん

護ご

士し

は
、
毎ま

い

日に
ち

長ち
ょ
う

時じ

間か
ん

出で

稼か
せ

ぎ
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

と
し
て
働は

た
ら
く
母は

は

の
背せ

中な
か

を
見み

て
育そ

だ

っ
た
。
学が

っ

校こ
う

か
ら
の
帰き

宅た
く

後ご

、
弱よ

わ

き
を

助た
す

け
強つ

よ

き
を
挫く

じ

く
弁べ

ん

護ご

士し

を

描え
が

い
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
見み

て
、
弁べ

ん

護ご

士し

に
憧あ

こ
が
れ
を
抱い

だ

い

た
。「
自じ

分ぶ
ん

も
母は

は

親お
や

や
弱よ

わ

い
立た

ち

場ば

に
あ
る
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の
力ち

か
ら
に
な

り
た
い
」
と
決け

っ

志し

。
猛も

う

勉べ
ん

強
き
ょ
う

の
す
え
、
名な

古ご

屋や

大だ
い

学が
く

法ほ
う

学が
く

部ぶ

、
法ほ

う

科か

大だ
い

学が
く

院い
ん

を
経へ

て
、

司し

法ほ
う

試し

験け
ん

に
ス
ト
レ
ー
ト
で

合ご
う

格か
く

し
た
。

　
「
ま
だ
弁べ

ん

護ご

士し

と
し
て
は
新し

ん

人じ
ん

。
で
も
、
頼た

よ

る
と
こ
ろ
が

　

生せ
い

長ち
ょ
うの
家い

え

ブ
ラ
ジ
ル
伝で

ん

道ど
う

本ほ
ん

部ぶ

（
向

む
か
い

芳よ
し

夫お

理り

事じ

長ち
ょ
う）
の

「
立り

っ

教き
ょ
う

９
０
年ね

ん

記き

念ね
ん

日び

・
生せ

い

長ち
ょ
うの
家い

え

総そ
う

裁さ
い

法ほ
う

燈ひ

継け
い

承し
ょ
う

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

」
が
１
０
日か

、
聖せ

い

市し

ジ

ャ
バ
ク
ア
ラ
区く

の
本ほ

ん

部ぶ

講こ
う

堂ど
う

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
、
約や

く

９
１
０
人に

ん

が
節ふ

し

目め

を
祝い

わ

っ
た
。

　

向
む
か
い

理り

事じ

長ち
ょ
う
は
あ
い
さ
つ
で

は
「
海か

い

外が
い

の
中な

か

で
も
ブ
ラ
ジ

ル
は
特と

く

に
発は

っ

展て
ん

が
目め

覚ざ
ま

し

い
。
こ
こ
か
ら
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

に
広ひ

ろ

が
っ
て
い
る
。
数か

ず

多お
お

く
の
本ほ

ん

が

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
信し

ん

者じ
ゃ

が
増ふ

え
た
の

は
、
皆み

な

が
弛た

ゆ

ま
ず
努ど

力り
ょ
くし
た

結け
っ

果か

」
と
語か

た

り
か
け
た
。

　

体た
い

験け
ん

談だ
ん

発は
っ

表ぴ
ょ
う

で
は
フ
ァ

ビ
ア
ナ
・
デ
ラ
・
パ
ス
チ
ョ

ア
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
・
ス
シ
さ
ん

（
４
５
）
が
、
難な

ん

病び
ょ
う

を
克こ

く

服ふ
く

し
た
経け

い

験け
ん

を
披ひ

露ろ
う

し
た
。

　

あ
る
日ひ

突と
つ

然ぜ
ん

、
治ち

療り
ょ
う

困こ
ん

難な
ん

な
難な

ん

病び
ょ
うと
診し

ん

断だ
ん

さ
れ
、
ス
シ

さ
ん
は
絶ぜ

つ

望ぼ
う

し
た
。
し
か
し

生せ
い

長ち
ょ
うの
家い

え

の
活か

つ

動ど
う

に
参さ

ん

加か

し
て

「
今い

ま

ま
で
の
精せ

い

神し
ん

的て
き

な
問も

ん

題だ
い

が
原げ

ん

因い
ん

」
と
心こ

こ
ろ

を
改あ

ら
た

め
る
と

治ち

癒ゆ

し
始は

じ

め
た
と
い
う
。「
こ

無な

か
っ
た
依い

頼ら
い

人に
ん

の
問も

ん

題だ
い

が

解か
い

決け
つ

さ
れ
喜よ

ろ
こん
で
、
日に

ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

に
戻も

ど

っ
て
ゆ
く
姿す

が
た
を
見み

て

遣や

り
甲が

斐い

を
実じ

っ

感か
ん

し
て
い
る
。

伯は
っ

国こ
く

籍せ
き

者し
ゃ

と
し
て
同お

な

じ
目め

線せ
ん

で
物も

の

事ご
と

に
あ
た
り
、
在ざ

い

日に
ち

外が
い

国こ
く

人じ
ん

の
力ち

か
ら
に
な
れ
れ
ば
」
と

先さ
き

を
見み

据す

え
た
。

　

照て
る

屋や

さ
ん
は
６
月が

つ

末ま
つ

ま
で

滞た
い

在ざ
い

予よ

定て
い

。
日に

本ほ
ん

に
戻も

ど

っ
た

後あ
と

は
、
刑け

い

事じ

弁べ
ん

護ご

も
扱あ

つ
か
う
つ

も
り
だ
と
い
う
。

の
教お

し

え
は
私わ

た
し

の
人じ

ん

生せ
い

に
生い

き

が
い
と
祝

し
ゅ
く

福ふ
く

を
与あ

た

え
、
神か

み

と

の
関か

ん

係け
い

を
分わ

か
り
や
す
く
教お

し

え
て
く
れ
た
」
と
し
、
今い

ま

で

は
指し

導ど
う

者し
ゃ

の
道み

ち

を
歩あ

ゆ

ん
で
い

る
と
述の

べ
た
。

　

谷た
に

口ぐ
ち

雅ま
さ

宣の
ぶ

総そ
う

裁さ
い

の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
〝
新あ

た
ら

し
い
文ぶ

ん

明め
い 

〞
構こ

う

築ち
く

の
た
め
に
自し

然ぜ
ん

を
重

じ
ゅ
う

視し

す
る
考か

ん
が

え
に
言げ

ん

及き
ゅ
うし
、「
豊ゆ

た

か
さ
を
保た

も

ち
つ
つ
人に

ん

間げ
ん

が
幸こ

う

照
てる

屋
や

弁
べん

護
ご

士
し

９０周
しゅう

年
ねん

を祝
いわ

いケーキカットを行
おこな

った

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

会か
い

議ぎ

（
徳と

く

力り
き

啓け
い

三ぞ
う

理り

事じ

長ち
ょ
う）
は
、
２
月が

つ

１
９
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

（
第だ

い

２

次じ

招し
ょ
う

集し
ゅ
う）
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
力り

っ

行こ
う

会か
い

サ
ロ
ン
で
２
０
１
９
年ね

ん

度ど

定て
い

期き

総そ
う

会か
い

を
催も

よ
お

し
た
。

　

平ひ
ら

野の

和か
ず

則の
り

業ぎ
ょ
う

務む

理り

事じ

が
総そ

う

会か
い

開か
い

会か
い

を
宣せ

ん

言げ
ん

し
、
先せ

ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

へ
の
黙も

く

祷と
う

を
捧さ

さ

げ
た
後あ

と

、
徳と

く

力り
き

理り

事じ

長ち
ょ
うは
挨あ

い

拶さ
つ

で
、「
ブ
ラ

ジ
ル
新し

ん

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うに
若わ

か

い
人ひ

と

た

ち
が
思お

も

い
き
り
働は

た
ら

け
る
場ば

を

作つ
く

っ
て
欲ほ

し
い
と
期き

待た
い

を
し
て

い
る
。
日に

本ほ
ん

会か
い

議ぎ

も
残の

こ

り
少す

く

な
い
一い

っ

世せ
い

移い

民み
ん

の
最さ

い

後ご

の
力

ち
か
ら

講
こう えん

演したキム・カタギリ連
れん ぽう

邦下
か

議
ぎ

代
だい

表
ひょう

の宮
みや

澤
ざわ

氏
し

（左
ひだり

）と歌
うた

、弦
げん

楽
がっ

器
き

隊
たい

メンバー

を
振ふ

り
絞し

ぼ

っ
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

将し
ょ
う

来ら
い

を
良よ

く
す
る
こ
と
に
専せ

ん

念ね
ん

、
ポ
語ご

で
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
発は

っ

信し
ん

し

て
ゆ
く
た
め
に
会か

い

員い
ん

の
皆み

な

さ

ん
の
忌き

憚た
ん

な
い
意い

見け
ん

を
」
と

要よ
う

請せ
い

し
た
。

　

次つ

い
で
議ぎ

長ち
ょ
うに
中な

か

野の

晃こ
う

治じ

顧こ

問も
ん

、
書し

ょ

記き

に
細ほ

そ

井い

真ま

由ゆ

美み

総そ
う

務む

理り

事じ

が
選え

ら

ば
れ
、
総そ

う

会か
い

成せ
い

立り
つ

が
確か

く

認に
ん

さ
れ
た
後あ

と

、
議ぎ

事じ

を
進し

ん

行こ
う

し
た
。

　

石い
し

塚づ
か

副ふ
く

理り

事じ

長ち
ょ
う

が

２
０
１
８
年ね

ん

度ど

事じ

業ぎ
ょ
う

報ほ
う

告こ
く

、

足あ

立だ
ち

和か
ず

子こ

専せ
ん

務む

理り

事じ

は
決け

っ

算さ
ん

で
、
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
う２
万ま

ん

１
６
０
０
レ

ア
ル
、
支し

出し
ゅ
つ２
万ま

ん

４
６
０
０

レ
ア
ル
、
収

し
ゅ
う

支し

３
千せ

ん

レ
ア
ル

の
赤あ

か

字じ

を
報ほ

う

告こ
く

、
毛も

う

利り

、
太お

お

田た

両り
ょ
う

氏し

に
よ
る
監か

ん

査さ

報ほ
う

告こ
く

が

発は
っ

表ぴ
ょ
うさ

れ
賛さ

ん

成せ
い

多た

数す
う

で
承

し
ょ
う

認に
ん

さ
れ
た
。

　

続つ
づ

い
て
石い

し

塚づ
か

副ふ
く

理り

事じ

長ち
ょ
うが

２
０
１
９
年ね

ん

度ど

の
事じ

業ぎ
ょ
う

計け
い

画か
く

、
足あ

立だ
ち

専せ
ん

務む

理り

事じ

が
予よ

算さ
ん

案あ
ん

を
提て

い

示じ

、
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
う１
万ま

ん

５
千せ

ん

レ
ア
ル
、
支し

出し
ゅ
つ
２
万ま

ん

レ
ア
ル

で
５
千せ

ん

レ
ア
ル
の
赤あ

か

字じ

予よ

算さ
ん

、
残ざ

ん

額が
く

６
万ま

ん

４
千せ

ん

レ
ア
ル

と
な
っ
た
が
、
審し

ん

議ぎ

の
結け

っ

果か

、

全ぜ
ん

員い
ん

一い
っ

致ち

で
承

し
ょ
う

認に
ん

し
た
。
そ

の
他ほ

か

、
昼

ち
ゅ
う

食し
ょ
くを
挟は

さ

ん
で
、
行

ぎ
ょ
う

事じ

の
意い

見け
ん

交こ
う

換か
ん

会か
い

を
す
る
よ

う
に
要よ

う

請せ
い

さ
れ
定て

い

期き

総そ
う

会か
い

は

終し
ゅ
う

了り
ょ
うし
た
。

昼
ち
ゅ
う

食し
ょ
く

後ご

、
い
ろ
い
ろ
と
次つ

ぎ

の
よ
う
な
提て

い

案あ
ん

が
あ
っ
た
。

　

①
諸も

ろ

川か
わ

有ゆ
う

朋ほ
う

著ち
ょ

の
「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
特と

く

質し
つ

」
の
販は

ん

売ば
い

及お
よ

び
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

に
関か

ん

心し
ん

を
持も

つ
ブ
ラ

ジ
ル
人じ

ん

（
日に

っ

系け
い

人じ
ん

）
へ
無む

料
り
ょ
う

配は
い

布ふ

。
②
「
中

ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

用よ
う

新し
ん

版ぱ
ん

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

」
に
よ
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の

歴れ
き

史し

物も
の

語が
た
りに
つ
い
て
講こ

う

演え
ん

会か
い

。

わ
れ
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

キ
ム
・
カ
タ
ギ
リ
下か

議ぎ

は

商し
ょ
う

議ぎ

所じ
ょ

昼ち
ゅ
う

食し
ょ
く

会か
い

で
の
「
日に

本ほ
ん

の
教

き
ょ
う

育い
く

を
導ど

う

入に
ゅ
う
す
る
こ
と

が
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
成せ

い

長ち
ょ
う

す
る

方ほ
う

法ほ
う

だ
」
と
い
う
意い

見け
ん

に
対た

い

し
、
財ざ

い

政せ
い

改か
い

革か
く

で
資し

金き
ん

調ち
ょ
う

達た
つ

が
で
き
た
後あ

と

に
義ぎ

務む

教き
ょ
う

育い
く

を

改か
い

善ぜ
ん

し
て
い
き
た
い
と
述の

べ

た
。
大だ

い

学が
く

教き
ょ
う

育い
く

の
向こ

う

上じ
ょ
うに
努つ

と

め
て
い
る
一い

っ

方ぽ
う

で
、
義ぎ

務む

教
き
ょ
う

育い
く

に
対た

い

す
る
投と

う

資し

が
少す

く

な
い

現げ
ん

状じ
ょ
う

を
省か

え
り

み
た
発は

つ

言げ
ん

。「
治ち

安あ
ん

を
良よ

く
す
る
た
め
に
、
義ぎ

務む

教き
ょ
う

育い
く

の
改か

い

善ぜ
ん

が
先せ

ん

決け
つ

」
と

強き
ょ
う

調ち
ょ
う。
確た

し

か
に
、
大だ

い

学が
く

に
進し

ん

学が
く

で
き
る
層そ

う

を
支し

援え
ん

し
続つ

づ

け

る
だ
け
で
は
、
現げ

ん

状じ
ょ
うの
悪あ

っ

化か

し
た
治ち

安あ
ん

は
変か

わ
ら
な
い
だ

ろ
う
。
し
か
し
難な

ん

航こ
う

し
て
い

る
年ね

ん

金き
ん

改か
い

革か
く

、
汚お

職し
ょ
く

防ぼ
う

止し

法ほ
う

、
財ざ

い

政せ
い

改か
い

革か
く

の
後あ

と

と
す
れ

ば
実じ

つ

現げ
ん

す
る
の
は
何な

ん

年ね
ん

後ご

？

　
「
た
と
え
ば
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

が

交こ
う

通つ
う

事じ

故こ

の
被ひ

害が
い

者し
ゃ

に
な
っ

た
場ば

合あ
い

、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
場ば

合あ
い

に

比く
ら

べ
て
提て

い

示じ

さ
れ
る
保ほ

険け
ん

金き
ん

が
余あ

ま

り
に
も
安や

す

い
場ば

合あ
い

が
あ

る
。
僕ぼ

く

ら
弁べ

ん

護ご

士し

が
仲

ち
ゅ
う

裁さ
い

に
今こ

ん

月げ
つ

か
ら
当と

う

地ち

で
ポ
語ご

研け
ん

修し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

「
在ざ

い

日に
ち

伯は
く

人じ
ん

の
役や

く

に
立た

ち
た
い
」

福ふ
く

に
生い

き
る
生せ

い

活か
つ

の
基き

礎そ

を

つ
く
る
の
が
立り

っ

教き
ょ
う

９
０
年ね

ん

」

と
説と

い
た
。

　

海か
い

外が
い

向む

け
最さ

い

高こ
う

賞し
ょ
うの
海か

い

外が
い

二に

重じ
ゅ
う

光こ
う

輪り
ん

賞し
ょ
う、
海か

い

外が
い

光こ
う

輪り
ん

賞し
ょ
う、
海か

い

外が
い

布ふ

教き
ょ
う

功こ
う

労ろ
う

賞し
ょ
う

の

授じ
ゅ

与よ

式し
き

で
は
伯は

っ

国こ
く

初は
つ

と
な
る

１
８
人に

ん

が
受じ

ゅ

章し
ょ
うし
た
。
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
１
１
人に

ん

が
西に

し

山や
ま

文ふ
み

雄お

ラ

テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
教

き
ょ
う

化か

総そ
う

長
ち
ょ
う

か
ら
証

し
ょ
う

書し
ょ

を
受う

け
取と

っ
た
。

　

西に
し

山や
ま

教き
ょ
う

化か

総そ
う

長ち
ょ
う

は
、
初し

ょ

代だ
い

ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
教

き
ょ
う

化か

総そ
う

長ち
ょ
うの
故こ

・
松ま

つ

田だ

巳み

代よ

志し

氏し

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披ひ

露ろ
う

。
松ま

つ

田だ

氏し

は
大お

お

き
な
穴あ

な

が
あ
い
た

タ
オ
ル
を
長な

が

年ね
ん

使つ
か

い
、
他ほ

か

の

伯は
っ

国こ
く

初は
つ

、海か
い

外が
い

光こ
う

輪り
ん

賞し
ょ
う

に
１
８
人に

ん

生せ
い

長ち
ょ
う

の
家い

え

立り
っ

教き
ょ
う

９
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

愛あ
い

知ち

の
大お

お

嶽た
け

弁べ
ん

護ご

士し

事じ

務む

所し
ょ

に
就し

ゅ
う

職し
ょ
く

谷た
に

口ぐ
ち

雅ま
さ

宣の
ぶ

総そ
う

裁さ
い

「
新し

ん

文ぶ
ん

明め
い

構こ
う

築ち
く

へ
」

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

会か
い

議ぎ

定て
い

期き

総そ
う

会か
い

講こ
う

演え
ん

会か
い

、勉べ
ん

強き
ょ
う

会か
い

を
企き

画か
く

立り
つ

案あ
ん

人ひ
と

が
新あ

た
ら

し
い
の
を
渡わ

た

し
て
も

決け
っ

し
て
受う

け
取と

ら
な
か
っ
た
。

「
物も

の

を
大た

い

切せ
つ

に
し
、
無む

我が

献け
ん

身し
ん

の
心こ

こ
ろ

を
も
っ
た
先せ

ん

人じ
ん

に
感か

ん

謝し
ゃ

」
と
述の

べ
た
。

　

式し
き

典て
ん

終し
ゅ
う

了り
ょ
う

後ご

、
生せ

い

長ち
ょ
う
の

家い
え

の
活か

つ

動ど
う

に
３
２
年ね

ん

間か
ん

参さ
ん

加か

し
て
い
る
と
い
う
ア
ネ
イ
タ
・

ソ
ア
レ
ス
・
カ
ブ
ラ
ウ
・
ダ
・

シ
ル
ヴ
ァ
さ
ん（
７
４
）は「
こ

の
活か

つ

動ど
う

が
自じ

分ぶ
ん

に
と
っ
て
喜

よ
ろ
こ

び
。
今き

ょ
う日
も
素す

晴ば

ら
し
い
お

話は
な
しだ
っ
た
」と
感か

ん

激げ
き

し
て
い
た
。

親お
や

が
信し

ん

者じ
ゃ

だ
っ
た
宮み

や

本も
と

安や
す

子こ

さ
ん
（
８
５
、
二に

世せ
い

）
は

６
５
年ね

ん

前ま
え

に
教お

し

え
に
触ふ

れ
た
。

「
雅ま

さ

宣の
ぶ

先せ
ん

生せ
い

の
お
話は

な
し

も
正た

だ

し
い
と
思お

も

っ
た
。
本ほ

ん

当と
う

に
素す

晴ば

ルのブロッコに参
さん

加
か

した日
に

本
ほん

の「ケール・スウィンガール・ヴェン・プラ・カ」
（以

い

下
か

ＱＳＶＰＣ、宮
みや

澤
ざわ

摩
ま

周
しゅう

代
だい

表
ひょう

）から「無
ぶ

事
じ

に帰
き

国
こく

した」というメールが
届
とど

いた。
　広

こう

報
ほう

の大
おお

木
き

淳
あつ

嗣
し

氏
し

によれば、当
とう

日
じつ

は直
ちょく

前
ぜん

に演
えん

奏
そう

場
ば

所
しょ

の変
へん

更
こう

があったが、約
やく

６０人
にん

が出
しゅつ

演
えん

したＱＳＶＰＣの演
えん

奏
そう

には、２００人
にん

程
ほど

の観
かん

客
きゃく

が駆
か

け付
つ

け大
だい

盛
せい

況
きょう

となったそう。
　マンゲイラ等

など

の人
にん

気
き

チームのメンバーに加
くわ

え、テーマであるメストリ・トラン
ビッキ氏

し

に所
ゆか

縁
り

のある演
えん

奏
そう

家
か

や親
しん

族
ぞく

らも加
くわ

わり、１時
じ

間
かん

で約
やく

２０曲
きょく

を披
ひ

露
ろう

した。
　現

げん

地
ち

の日
にっ

系
けい

人
じん

はあまりやらないが、日
に

本
ほん

の日
に

本
ほん

人
じん

はサンバが大
だい

好
す

き。どこか
不
ふ

思
し

議
ぎ

な現
げん

象
しょう

では。（亜）

照
て る

屋
や

弁
べ ん

護
ご

士
し

商
しょう

議
ぎ

所
じょ

昼
ちゅう

食
しょく

会
かい

（７） ２０１９年第５２０６号  ３月 ２３日 （土曜日）

入は
い

っ
て
保ほ

険け
ん

会が
い

社し
ゃ

に
電で

ん

話わ

す

る
と
、
相あ

い

手て

の
態た

い

度ど

が
一い

っ

変ぺ
ん

し
て
増ぞ

う

額が
く

す
る
こ
と
が
あ
る
」

と
話は

な

す
。
不ふ

当と
う

な
現げ

ん

実じ
つ

が
ま

だ
あ
る
よ
う
だ
。

　

昨さ
く

年ね
ん

６
月が

つ

現げ
ん

在ざ
い

、
在ざ

い

日に
ち

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

は
１
９
万ま

ん

６
７
８

１
人に

ん

ま
で
再ふ

た
た
び
増ぞ

う

加か

中ち
ゅ
うだ
。

　

特と
く

に
急

き
ゅ
う

増ぞ
う

中ち
ゅ
うの
島し

ま

根ね

県け
ん

出い
ず

雲も

市し

で
は
、
ポ
語ご

で
の
支し

援え
ん

体た
い

制せ
い

が
追お

い
つ
い
て
い
な
い
現げ

ん

状じ
ょ
うが
あ
り
、「
弊へ

い

所し
ょ

や
名な

古ご

屋や

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

ま
で
出い

ず

雲も

か
ら
相そ

う

談だ
ん

に
来く

る
人ひ

と

も
い
る
」
と
話は

な

す
。
同ど

う

事じ

務む

所し
ょ

で
は
、
保ほ

険け
ん

や
不ふ

動ど
う

産さ
ん

の
賃ち

ん

貸た
い

借し
ゃ
く、
自じ

己こ

破は

産さ
ん

な
ど
多た

岐き

に
跨ま

た
が
る
相そ

う

談だ
ん

を
受う

け

付つ

け
て
い
る
。

　
「
在ざ

い

日に
ち

伯は
く

人じ
ん

が
様さ

ま

々ざ
ま

な
被ひ

害が
い

に
巻ま

き
込こ

ま
れ
た
り
、
問も

ん

題だ
い

に
ぶ
つ
か
る
ケ
ー
ス
が
増ふ

え

て
い
る
。
法ほ

う

律り
つ

相そ
う

談だ
ん

を
ポ
語ご

で
対た

い

応お
う

で
き
る
弁べ

ん

護ご

士し

は
５

ら
し
い
」
と
興こ

う

奮ふ
ん

冷さ

め
や
ら

ぬ
様よ

う

子す

。

　

前ぜ
ん

理り

事じ

長ち
ょ
うの
村む

ら

上か
み

真ま

理り

枝え

氏し

（
７
０
、
二に

世せ
い

）
は
、
こ

の
教お

し

え
が
マ
ラ
リ
ア
等な

ど

で
苦く

る

し
ん
だ
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

に
大お

お

き
な

救す
く

い
に
な
っ
た
と
し
、「
ポ
語ご

の
分わ

か
ら
な
か
っ
た
移い

民み
ん

が

信し
ん

じ
た
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うは
全ぜ

ん

伯は
く

に
広ひ

ろ

が

っ
た
。
９
０
年ね

ん

分ぶ
ん

の
感か

ん

謝し
ゃ

の

気き

持も

ち
で
い
っ
ぱ
い
。
ま
す
ま

す
平へ

い

和わ

で
繁は

ん

栄え
い

す
る
国く

に

に
な

れ
ば
」
と
語か

た

っ
た
。

　

受じ
ゅ

章し
ょ
う

者し
ゃ

は
次つ

ぎ

の
通と

お

り
（
敬け

い

称し
ょ
う

略り
ゃ
く

）。【
海か

い

外が
い

二に

重じ
ゅ
う

光こ
う

輪り
ん

賞し
ょ
う

】
寺て

ら

西に
し

重し
げ

夫お

、
青あ

お

木き

安や
す

子こ

、
江え

頭が
し
ら

美み

代よ

子こ

、
宮み

や

村む
ら

春は
る

枝え

、
ジ
ョ
ビ
ナ
・
ス
ピ
ノ
ラ
・

ミ
ラ
ン
ダ
、
カ
エ
タ
ナ
・
マ
ル

チ
ネ
ス
・
ジ
ョ
ア
ン
、
エ
ル
マ
・

ド
・
バ
レ
・
フ
ル
タ
ー
ド
、
マ

リ
ア
・
デ
・
ジ
ー
ザ
ス
・
ア

ル
ベ
ス
・
サ
ラ
イ
バ
・
レ
オ
ン
、

ダ
ル
ト
ン
・
コ
ス
タ
・
ピ
メ
ン

テ
ル
、【
海か

い

外が
い

光こ
う

輪り
ん

賞し
ょ
う】
リ
シ

ー
ニ
オ
・
ガ
ブ
リ
エ
リ
、
ル
イ

ス
・
マ
ヌ
エ
ル
・
ア
ラ
ウ
ジ
ョ
、

ア
ラ
イ
ー
ル
・
コ
ヘ
ア
・
エ
ル

ナ
ン
デ
ス
、【
海か

い

外が
い

布ふ

教き
ょ
う

功こ
う

労ろ
う

賞し
ょ
う】
小お

越ご
し

玉た
ま

枝え

、
石い

し

井い

位い

査さ

武む

、
マ
ラ
・
イ
ザ
ベ
ル
・

ア
ル
メ
ン
タ
ー
ノ
・
ム
ラ
ド
、

テ
ル
マ
・
ス
ミ
カ
・
タ
ヨ
タ
・

ノ
ゲ
イ
ラ
、
橋は

し

本も
と

清き
よ
し、
酒さ

か

井い

シ
ル
レ
イ
。

③
「
終

し
ゅ
う

活か
つ

や
介か

い

護ご

の
問も

ん

題だ
い

」

に
つ
い
て
の
話は

な

し
合あ

い
や
講こ

う

演え
ん

会か
い

。
④
修し

ゅ
う

身し
ん

（
道ど

う

徳と
く

読ど
く

本ほ
ん

）

に
つ
い
て
の
勉べ

ん

強き
ょ
う

会か
い

、
な
ど

身み

近ぢ
か

な
問も

ん

題だ
い

を
取と

り
上あ

げ
た

色い
ろ

々い
ろ

な
案あ

ん

件け
ん

が
提て

い

議ぎ

さ
れ
、

具ぐ

体た
い

化か

に
向む

か
っ
て
努ど

力り
ょ
く

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

な
お
２
０
１
９
年ね

ん

度ど

役や
く

員い
ん

は
次つ

ぎ

の
通と

お

り
。
名め

い

誉よ

会か
い

長ち
ょ
う

＝

森も
り

昇の
ぼ
る、
中な

か

村む
ら

勲い
さ
お、
安あ

部べ

順
じ
ゅ
ん

二じ

、
下し

も

本も
と

八は
ち

郎ろ
う

。
顧こ

問も
ん

＝
中な

か

野の

晃こ
う

治じ

、
肥ひ

後ご

秀ひ
で

樹き

、
森も

り

西に
し

茂し
げ

行ゆ
き

、
橋は

し

浦う
ら

行ゆ
き

雄お

。
理り

事じ

長
ち
ょ
う

キ
ム
・
カ
タ
ギ
リ
連れ

ん

 ぽ
う邦
下か

議ぎ

「
４
年ね

ん

以い

 な
い内
に
日に

 ほ
ん

 ご
本
語
を
学ま

な

ぶ
」

日に

本ほ
ん

の
ブ
ロ
ッ
コ
、
リ
オ
で
演え

ん

奏そ
う

　

昨さ
く

 げ
つ月
２
２
日に

ち

に
行お

こ
な

わ
れ

た
ブ
ラ
ジ
ル
日に

 ほ
ん本
商し

ょ
う

 こ
う工

会か
い

 ぎ

 し
ょ

議
所
（
土つ

ち

 や屋
信し

ん

 じ司
会か

い

 と
う頭
）

の
定て

い

 れ
い例
昼ち

ゅ
う

 し
ょ
く食
会か

い

で
、
キ
ム・

カ
タ
ギ
リ
連れ

ん

 ぽ
う邦
下か

議ぎ

が
日に

っ

 け
い系

企き

 ぎ
ょ
う業
を
中

ち
ゅ
う

 し
ん心と
し
た
会か

い

 い
ん員
ら

の
前ま

え

で
「
２
０
１
９
―
ブ
ラ

ジ
ル
国こ

っ

 か
い会
に
お
け
る
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
と
題だ

い

し
た
講こ

う

 え
ん演
を
行

お
こ
な

っ
た
。

　

カ
タ
ギ
リ
下か

議ぎ

は
、
今い

ま

の

最さ
い

 じ
ゅ
う

 よ
う

重
要
課か

 だ
い題
が
「
年ね

ん

 き
ん金

改か
い

 か
く革
」
で
あ
る
と
し
、

「
３
千ぜ

ん

億お
く

レ
ア
ル
の
赤あ

か

 じ字

解か
い

 し
ょ
う消
が
経け

い

 ざ
い済
発は

っ

 て
ん展
に
は

不ふ

 か

 け
つ

可
欠
」
と
強

き
ょ
う

 ち
ょ
う
調
。
妥だ

 き
ょ
う協
し

て
で
も
憲け

ん

 ぽ
う法
改か

い

 せ
い正
を
可か

 け
つ決
さ

せ
、
次つ

ぎ

に
経け

い

 ざ
い済
改か

い

 か
く革
等な

ど

の

問も
ん

 だ
い題
を
解か

い

 け
つ決
し
て
い
く
考か

ん
が

え

を
述の

べ
た
。

　

ま
た
、
日に

っ

 ぽ
ん本
政せ

い

 ふ府
と
の

関か
ん

 け
い係
を
築き

ず

き
、
農

の
う

 ぎ
ょ
う業
支し

 え
ん援

要よ
う

 せ
い請
や
伯は

っ

国こ
く

牛ぎ
ゅ
う

 に
く
肉
の
輸ゆ

 し
ゅ
つ出
を

可か

 の
う能
に
し
て
い
き
た
い
等な

ど

と

語か
た

っ
た
。
こ
れ
ら
を
短た

ん

 き

 か
ん

期
間

で
可か

 の
う能
に
し
て
い
く
他ほ

か

に
、

カ
タ
ギ
リ
下か

議ぎ

は
「
４
年ね

ん

以い

 な
い内
に
日に

 ほ
ん

 ご

本
語
を
学ま

な

ぶ
」
と

日に
っ

 け
い系
企き

 ぎ
ょ
う業
に
向む

け
て
誓ち

か

っ

た
。

　

質し
つ

 も
ん問
で
は
、
日に

 ほ
ん本
に
お
け

る
伯は

っ

国こ
く

の
優ゆ

う

 せ
ん先
順じ

ゅ
ん

 い位
の
低ひ

く

さ
が
指し

 て
き摘
さ
れ
た
こ
と
に

対た
い

し
、
カ
タ
ギ
リ
下か

議ぎ

は

「
山や

ま

 だ田
大た

い

 し使
に
治ち

 あ
ん安
維い

 じ持
・

教き
ょ
う

 い
く育
支し

 え
ん援
の
依い

 ら
い頼
を
し
て

お
り
、
快

こ
こ
ろ
よい
返へ

ん

 じ事
を
得え

た
」

と
回か

い

 と
う答
し
た
。
ま
た
、
あ

る
会か

い

 い
ん員
か
ら
「
私わ

た
し

は
貴あ

な
た方
を

全ぜ
ん

 り
ょ
く
力
で
応お

う

 え
ん援
す
る
」
と
激げ

き

励れ
い

さ
れ
る
と
、
謝し

ゃ

 じ辞
を
述の

べ

つ
つ
「
伯は

っ

国こ
く

に
お
け
る
日に

 ほ
ん本

文ぶ
ん

 か化
、
日に

っ

 け
い系
社し

ゃ

 か
い会
へ
の
信し

ん

 ら
い頼

は
絶ぜ

つ

 だ
い大
。
選せ

ん

 き
ょ挙
運う

ん

 ど
う動
中ち

ゅ
うに
も

そ
う
応お

う

 え
ん援
さ
れ
、
誇ほ

こ

り
に
思お

も

っ
た
」
と
語か

た

っ
た
。

＝
徳と

く

力り
き

啓け
い

三ぞ
う

。
副ふ

く

理り

事じ

長ち
ょ
う

＝

石い
し

塚づ
か

清き
よ

和か
ず

。
専せ

ん

務む

理り

事じ

＝
足あ

立だ
ち

和か
ず

子こ

。
業

ぎ
ょ
う

務む

理り

事じ

＝
平ひ

ら

野の

和か
ず

則の
り

。
財ざ

い

務む

理り

事じ

＝
岩い

わ

井い

清き
よ

志し

。
総そ

う

務む

理り

事じ

兼け
ん

女じ
ょ

性せ
い

部ぶ

長
ち
ょ
う

＝
細ほ

そ

井い

真ま

由ゆ

美み

。
監か

ん

査さ

＝
毛も

う

利り

ペ
ド
ロ
、
太お

お

田た

明あ
き

彦ひ
こ

。

大お
お

阪さ
か

な
に
わ
会か

い

総そ
う

会か
い

、
３
１
日に

ち

　

大お
お

阪さ
か

な
に
わ
会か

い

（
下し

も

平ひ
ら

尾お

哲て
つ

男お

会か
い

長ち
ょ
う

）
の
「
定て

い

期き

総そ
う

会か
い

」
が
３
１
日に

ち

、
聖せ

い

市し

ヴ
ィ

ラ
・
マ
リ
ア
ー
ナ
区く

の
同ど

う

会か
い

館か
ん

（R
. D
om
in
gos de 

M
o
rais, 1

5
8
1

）
で
開ひ

ら

か
れ
る
。
第だ

い

一い
ち

次じ

召し
ょ
う

集し
ゅ
うは
午ご

後ご

１
時じ

半は
ん

、
第だ

い

二に

次じ

召し
ょ
う

集し
ゅ
うは

午ご

後ご

２
時じ

か
ら
。

　

議ぎ

題だ
い

は
、
１
８
年ね

ん

度ど

事じ

業ぎ
ょ
うお
よ
び
会か

い

計け
い

報ほ
う

告こ
く

、
１
９

年ね
ん

度ど

事じ

業ぎ
ょ
う

計け
い

画か
く

案あ
ん

の
承

し
ょ
う

認に
ん

。
　

問と

い
合あ

わ
せ
は
同ど

う

会か
い

館か
ん

（
１
１
・３
８
６
２
・２
５
４

０
）
ま
で
。

　今
こん

月
げつ

３
日
か

にリオの
カーニバ
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